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オーディオ機器の正しい使いかた4 


DVD レシー八一 

DR-2000 

取扱説明書 


_n COMPACT inCOr^ACT 

卸□昼恆 ^ 

DIGITAL AUDIO をに ITAL VIDEO) video 

お買い上げいただきまして、ありびとうございまず。 
ご使用前にこの巧又扱説明書」をよくお読みいただき' 
正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見られる所に保証書 
とともに大切に保管してください。 


ご使用になる前に準備ずる 


基本機能でずぐ楽しい 


いろいろな再生機能を使ラ 


接続した機器と連携して 
使ラ 


その他 


巧長 


DR - 2000は、 DVD プレーヤーとサラウンド AV アンプの才ールイン]目 OX 。 ご家庭の TV ラックに巧理なく入る U ビングサイズ 
の上にわずらわしい接続は不要。単体スピーカーとの接続だけで、すぐにでをホームシアターを堪能していただけます。 


ァンプ部 

■ 定格出力（色 Q • 1 kHz • 0.臣 o / oTHD ) : 

フ□ント 30 W +30 W 、 センター 30 W 、 

サラウンド 30 W +30 W 

■ 高速処理と信頼性に優れた 24 bit DSP チップ採用 

■ 音声信号の大きさの基準となるグランド電位のを定化 

■ ドルビーデジタル&ドルビープ□□ジックデコーダー、 
DTS *2 デコーダー搭載 

■ スマー ト コンフィ グ機能装備 

■ アコースティックコント□-ル 

■ サブウーファープ U アウト 

■ 4つの才ーディオ入力と2つの才ーディオ出力端子装備 

■ S ビデオ入出力さ2系統装備 

■ 耐熱設計の大型電源トランス 

■ アルミニウム製巧し出し大型ヒートシンク搭載 

■ デジタル入力端子として、光端モ2系統装備 
デジタル出力端モとして、光端モ1系統装備 

■ オンキヨーオリジナルサラウンドモードは洗練された 
5モード（才ーケストラ、アンプラグド、スタジオ5ック 
ス、才ールチャンネルステレオ、 TV □ジック）に厳選 
し、ナチュラルな音青作りを実現 

■ レイトナイト機能 

■ ドルビー社の許巧を受けた、 Theater - Dimensional ™ 
(シアターデイメンシヨナル）パ‘ーチヤルサラウンドモ 
-ド搭載 


チューナー部 

■ 30局ランダムプリセット 

■ FM オートチューニング 

■ FM 室内用アンテナ、 AM 室内用アンテナ付属 

DVD 音 15 

■ コンポーネント(色差)映像出力端モ装備 

■ 3段階ズーム機能 

■ 基本機能の設定がモニター画面に表示されるオンスク 
U — ン機能 

■ ビデオ CD 巧応 

■ CD-R 対応 


ドルビーラボラト U —ズか S の実施権に基づさ製造されています。 

ドルビー、 Dolby、Pro Logic 及びダブル□記哥ホ、ドルビーラボラト U- ズの商標です。 

が本機はデジタル-シアター-システムズ社か5のライセンスに基づき製造されています。 

"DTS " 、 "DTS Digital Surraund" は、デジタル-シアタ ー• システムズ社の商標です。 


メモ U —巧持にごいて 



本機には、メモリー保持用の予備電源装置び内蔵されていま 
す。これは、登録したチューナーのプ U セット局やスピーカ 
一設定、 U スニングモード設定などを停電時などにな持する 
ためのをのです。2週間しソ上本機のを電源を切った状態にし 
ておくと、メモ1」一内容は消えてしまいます。 


楽しい音楽ち、時間と場所によっては気に 
なるちのです。隣り近所への配慮を十分に 
しましょラ。特に静かな夜間には窓を閉め 
たり、ヘッドホンをご使用になるのも一つ 
のち法です。 

お互いにむを配り、快いちま環境を守りま 
し A ラ。 
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特長/目次/オーディオ機器の正しい使いかた 


2〜7 


ご使用になる前に準備ずる 

ディスクについての予備知識 ..... 

付属品を確認する ........... 

U モコンを準備する ........... 

テレビを接続する ... 

才ーディオ/ビデオ機器を接続する ... 

スピーカーを 配置する ... 

スピーカーを 接続する . 

FM / AM アンテナを接続する . 

オンキヨー製のテープ/ MD デッキを本機の U モコンで操作するための接続く RI 端テ接続> 

本機の電源をつなぎ、電源を入れる ... 

接続したスピーカーの設定をする . 


基本操作ですぐ楽しい 


□ VD ビデオ、ビデオ CD 、 音楽用 CD を再生する ... 24 

FM / AM 放送を聞く ....... 30 

接続した外部機器を再生する ..... 32 

すべての入力に共通したいろいろな機能 ....... 34 

いろいろな音声効果を楽しむ ......... 36 


いろいろな再生機能を使う 


繰り返し再生をするく U ピート再生> . 43 

お好みの順序で再生する〈メモ U — 再生> ..... 44 

順不同で再生するくランダム再生> . 45 

ズーム機能を使ラ . 46 

カメラアングルを切り換える . ...47 

字幕を表示させる/字幕言語を選ぶ . 48 

お好みの音声言語や、音声ち式を選ぶ . 49 

音声出力設定を変える . 已日 

画面表示と本体表示部の情報を確認する . 52 

機能設定;ニューを確認/変更する . 曰4 

言語コ-ド表.. . 62 


接続した機器と連携して使う 

接続した外部機器で録音/録画する . 63 

付属の U モコンでお手持ちのテレビを操作する . ...66 

その他 

故障？と思った6 . 68 

主な欄 . 70 

各部の名称 . 71 

用言 g 解説 . 74 

オンキヨーヴービス網一覧表.… ... 75 

修理について . 裏表紙 
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才ーデイオ機器の正しい巧いかた 


オーディオ機器をま全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みください。 

/ - \ 

絵表示について 

この「取扱説明書」および製品の表示では、製品を安全に正しくお使いいただを、あなたや他の人々への危害や 
財産への損害を未然に防止ずるために、いろいろな絵表示をしていまず。その表示と意味は次のようになってい 
ます。内容をよく理解してから本文をお読みください。 


么警告 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び死 t または重傷 
を負ラ可能性び想をされる内容を示しています。 

A ま后、 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び傷害を負う可能 
性び想定される内容および物的損害のみの発ちび想定される内容を 
术しています。 



絵表示の例 


A 

© 

〇 


A 記号はミち意（警告を含む）を促ず内容びあることを告げるちのです。 
図の中に具体的なミ主意内容（左図の場合は感電を意）び描かれています。 


S 記号は禁止の行為であることを告げるをのです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）び描かれています。 


♦記号は行為を強制したり指おする内容を告げるをのです。 

図の中や近傍に具体的な指示内容（左上図の場合は電源プラグをコンセントから抜いてください）び描 
かれています。 
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A 警告 


■ 故障したままの使用はしない 


A 受) 

雷原プラクをコンセント 
わ翊いて < rd 乱、 


• 万一、煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のまま使用すると、火が•感電の原因 
となります。すぐに本機の電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントか5振いてくださ 
い。 

煙び出なくなるのを確認して、販売店に修理を依頼してください。 


■ 絶対に裏ぶた、カバーははずさない、改造しない 



• 本機の裏ぶた、カバーは絶対にがさないでくだい。内部には電圧の高い部分びあり、感電の原因と 
なります。内部の点検-整備-修理は販売店に依頼してください。 

• 本機を分解、改造しないでください。火災•感電の原因となります。 


■ 10 0 V ながの電圧で使用しない 


0 


• 本機を使用でさるのは曰本国内のみです。 

• 表示された電源電圧皎流100ボルト）政がの電圧や船舶などの直流 ( DC ) 電源には絶対に接続 
しないでください。火災-感電の原因となります。 


■ 放熱を巧げない 

0 

A 


• 本磯の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部に熱がこちり、火災の原因となるこ 
とがあります。本機には内部の湿度上昇を防ぐため、ケースの背面などに通風孔びあけてありま 
す。次の点に気を付けてご使用ください。 

• 本機を逆さまや横倒しにして使用しないでください。 

• 本機を専用ラック L 处がの押し入れや本箱など風通しの悪い狭い所に押し込んで使用しない 
で < ださい。 

• テーブルク□スをかけた0、じゅラたん、布団の上に置いて使用しないでください。 

• 本機を設置する場合は、壁から]曰 cml ； (上の間隔をおいてください。また、放熱をよくするため 
に、他の機器との間は少し離して置いてください。ラックなどに入れるとさは、機器の天面から 
2 cm し U 上、背面から] Ocml ； (上のすきまをあけてください。内部に熱がこもり火災の原因となりま 
す。 


■ 水のかかるところに置かない 


欄での 

使用禁止 


参風呂場では使用しないでください。火災•感電の原因となります。 


• 本機は屋内専用に設計されています。姑らさないよラにごミ主意ください。内部に水び入ると、火 
災•感電の原因となります。 


■ 水の入った容器を置かない 


0 


• 本機の上に花瓶、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入った容器やかさな金属物を置かない 
でください。中に入った場合、火災•感電の原因となります。 


■ 中に物を入れない- 

0 

■ 中に水や異物び入った！5 

A 爲 

電原プラクをコンセント 
ね颂いて < rd 乱、 


• 本機の通風孔、ディスク挿入□などから金属類や燃えやすいものなどを差し込んだり、落とし込ん 
だりしないでください。义災•感電の原因となります。特にお子様のいるご家庭ではごミ主意くださ 
い。 


• 万一、本機の内部に水や異物び入った場合は、すぐに本機の電源スイッチを切り、電源プラグをコ 
ンセントから抜いて販売店にご連絡ください。 
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オーデイオ機器の正しいほいかた 


A 警告 


■ 電源コードを傷つけたり、加工しない 


A 

0 


♦ 電源コードび傷んだ6 (お線の露出、断線など）販売店に交換をご依頼ください。そのまま使用す 
ると火災-感電の原因となります。 


♦ 電源コードの上に重い物をのせたり、コードび本機の下敷にならないよラにしてくださし、コード 
に傷がついて、火災•感電の原因となります。コードの上を敷物などで覆ラことにより、それに気 
付かず、重い物をのせてしまラことびあります。 

♦ 電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に巧げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱したり 
しないでください。コードが破損して、火災•感電の原因となります。 


■ 落としたり、破損したげ態で使用しない 


A お） 

電源乃ヴをコンセント 
わ娜いてグごな、 


♦ 万一、誤って本機を落とした場合や、キャビネットを破損した場合には、そのまま使用しないでく 
ださい。火災•感電の原因となります。電源プラグをコンセントから抜き、必ず販売店にご相談く 
ださい。 


■ 


雷が鳴りだした5機器に触れない 



♦ 雲び鳴りだしたら、アンテナ線や、電源プラグには触れないでください。感電の原因となります。 


■ 乾電池を充電しない 

0 


♦ 乾電池は充電しないでください。電池の破裂や液ちれにより、火災•けがの原因となります。 


A 迂忌、 


■ 設置上のを意 

0 


• 強度の足りない台や、ぐらついたり傾いたりした所など、不安定な場所に置かないでください。落ちたり、倒れた 
りしてけがの原因となることびあります。 

• 本機の上に他のオーディオ機器を乗せたまま移動しないでください。倒れたり落下して、けがの原因となることが 
お0ます。 

• 本機の上に1日 k 呂 ULL の重い物や外枠からはみ出るような大きなものを置かないでくださし、バランスがくずれて倒 
れたり、落下して、けびの原因となることがあります。 


■ 次のような場所に置かない 


0 


• 調理台や加湿器のそばなど油煙和湯気び当たるよラな場所に置かないでください。火災-感電の原因となることび 
あ0ます。 

• 湿気やほこりの多い場所に置かないでください。乂災•感電の原因となることがあります。 


■ 使用上の注意 


0 

A 

指词がまれなし、がにま意 

0 


• 電源を入れたときは、音量にミ主意してください。過大入力でスピーカーを破損したり、突然大きな音び出て聴力障 
害などの原因となることがあります。 

• 長時間音びひずんだ状態で使わないでください。アンプ、スピーカーなどが発熱し、火災の原因となることげあり 

ます。 

• 本機に乗ったり、ぶ6下がったりしないでくださし、特にお子様にはご注意ください。倒れたり、こわれたりして、 
けびの原因となることびあります。 

• お子様がディスク挿入□に手を入れないよラにごミ主意ください。けびの原因となることがあります。 


• ヘッドホンをご使用になるときは、音量を上げすざないよラにご注意ください。耳を刺激するような大きな音量で 
長時間続けて間くと、聴力に悪い影響を与えることがあります。 

• ひび割れ、変形、または接着剤などで補修したディスクは、使用しないでください。ディスクは機器内で高速回転 
しますので、飛び散って、けびの原因となることびあります。 

• レーザー光源をのぞき込まないでください。レーザー光び目にあたると視力障善を起こすことびあります。 

• キャッシュカード、フ□ッピーディスクなど、磁気を利用した製品を近づけないでください。磁気の影響で製品が 
使えなくなったり、データが消失することがあります。 


6 





A 汪忌、 


■ 接続について- 

• 本機を他のオーディオ機器やテレビ等の機器に接続する場合は、それぞれの機器の取扱説明書をよく読み、電源ス 
イッチを切り、説明に従って接続してください。また接続は指定のコードを使用してください。指定政外のコードを 
使用したりコードを延長したりすると、発熱し、やけどの原因となることがあります。 

■ 電源〕ード、電源プラグの注意- 


A 


0 

© 

霞原プラクをコンセント 
わ翊いてが.乱、 


• 電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆が溶けて乂災-感電の原因となることがあります。 

• 城れた手で電源プラグを披さ差ししないでください。感電の原因となることがあります。 

• 電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張5ないでください。コードび傷つさ、乂災•感電の原因となることが 
あります。必ず、プラグを持って抜いて<ださい。 

• 電源コードを束ねた状態で使用しないでください。発熱し、火災の原因となることがあります。 

• 旅行などで長期間、本機をご使用にならないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセントか6抜いてください。 
火災の原因となることびあります。 

• 移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントから抜き、機器間の接続コードなど列部の 
接続コードをはずしてか b 行ってください。コードび傷つさ、火が•感電の原因となることがあります。 


■ 電池について 


A 


• 電池を U モコンに挿入する場合、極性表示（プラス+とマイナスーの向を）にミ主意し、表お通りに入れてください。 
間違えると電池の破裂、液ちれにより、火災•けがや周囲を巧損する原因となることがあります。 


0 


• 指定政がの電池は使用しないでください。また、新しい電池と古い電池を混ぜて使用しないでください。電池の破 
裂、液もれにより火災-けがや周囲の巧損の原因となることびあります。 

• 電舰ま、加熱したり、分解したり、火や水の中に入れないでください。電池の破裂、液もれにより、火災、けがの原 
因となることびあ0ます。 


■ スピーカーコードについて 


0 


• スピーカーコードを傷つけたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱したりしないでください。火災•感電の原因とな 
ることびあります。 


■ 点検•工事について 


参 

雷原プラクをコンセント 
ゎ娜いてグご乱、 

A 

0 

〇 


• お手入れの際は、安全のため電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。感電の原因となることびありま 
す。 


• 使用環境にもよりますが、2年に1回程度の機器内部の掃除をおすすめします。もよりの販売店にご相談ください。 

本機の内部にほこりのたまったまま、長い間掃除をしないと火災や故障の原因となることびあります。特に湿気の多く 
なる梅雨期の前に行ラと、より効果的です。なお、掃除•点検費用等についても販売店にご相談ください。 

• 電源プラグにほこりがたまると自然発火（トラッキング現象）を起こすことが知日れています。年に数回、定期的に 
プラグのほこりを取り除いてください。梅雨期前び効果的です。 

• アンテナエ事には、経験と技術び必要ですので、販売店にご相談ください。 

• 屋がアンテナは送配電線から離れた場所に設置してください。アンテナが倒れた場合、感電の原因となることがあり 
ふ 〇 

• シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでください。塗装びはげたり変おすることがあります。 


• 表面の巧れは、中性洗剤をラすめた液に巧を浸し、固く絞っておさ取ったあと、乾いた巧で拭いてください。 
化学ぞラさんなどをお使いになる場合は、それに添付の注意書などをお読みください。 
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ご使用になる前に準備をする 


ディスクについてのモ備知識 


本取扱説明書の内容について 


再生でをるディスク 


この取扱説明書は、本機の基本的な操作のしかたを説明して 
います。 DV □ビデオ、ビデオ巳 D は、ディスク制作ちの意図 
により再生状態びまめ日れていることびあります。本機は 
ディスク制作ちび意図した内容にしたびって再をを行ラた 
め、操作したとおりに動作しないことびあります。再生する 
ディスクに付属の説明書をご覧ください。 

ボタン操作中にテレビ画面に「〇」び表示されることびあり 
ます。「〇」び表示されたとをは、本機をしくはディスクび 
その操作を禁止しています。 


谓を耶細烟ま号）について 


DVD ビデオによって、 U — ジョンま号び指定されているを 
のびあります。 U —ジョンま号はそのディスクを再生でさる 
地域を限定ずるちので、曰本はリージョンま号「2」び指定 
されていまず。 

リージョンま号び指をされたディスクにはそれを表わすマー 
クびプ U ントされています。本機ではしソ下のマークのついた 
ディスクを再をすることびできます。 

憂 I 醒 

これしソがのリージョン番号マークのついたディスクを再をし 
よラとすると、再生でをない旨の表示び画面にでます。 


コピー防止について 


本機はアナ□グコピー防止システムに对応しています。 
ディスクによっては、コピー禁止信号がはいっているものが 
あり、そのよラなディスクを本機で再生してビデオデッキで 
録画しても、コピー防止システムが働いて正常に録画されま 
せん。 


本機は下記のディスクを再生することができまず。 



マーク （ロゴ） 

記録の客 

ディスクの 
大さを 

最長再生時間 

DVD 

ビデオ 

OVE > 

音声 + 映像 
(動画） 

12 cm 

片面ディスク 
約4時間 
両面ディスク 
約8時間 

VIDEO 

8 cm 

片面ディスク 
約 SO 分 

両面ディスク 
約160分 

ビデオ 

CD 

n COMPACT 

咖昼歴 

(digital video) 

音声+映像 
(動画） 

12 cm 

74分 

8 cm 

20分 

音楽用* 
CD 

n COM PACT 

团腰區 

DIGITAL AUDIO 

曰ド 

12 cm 

74分 

8 cm に D 
シングル） 

20分 


《ファイナライズされた CD-R を含みます。 

ファイナライズとは、ディスクの特別なエ U ア 
(PMA) に記録された TOC 情報（曲蚕など）をディス 
クに書き込む操作です。ファイナライズ後、 CD-R は 
CD プレーヤーでち演奏でさる状態になります。 

L ソ下のディスクは再生でさません。 

CD - RW 、 CD - ROM 、 DVD 才-ディォ、 DVD - ROM 、 

DVD - RAM 、 DVD - RW 、 CDV 、 CDG、SACD 

本機は NTSC カラー方式に適した DVD レシーバーです。他 
のカラーち式 （ PAL 、 SECAM ) 表示のディスクには使用で 
さません。 


ビデオ CD について 


ピーヒ_シ_ 

本機は P 目 C 付さビデオ CD (バージョン2.日）に対応してい 

フレーバックコント□-ル 

ます。 （ P 目 C は 、 Playback Control の略でず。） 
ディスクによって、2種類の再生を楽しめます。 


著作権について 


ディスクを無断で複製、放送、上映、有線放送、公開演奏、 
レンタル（有償、無償を問わず）することは、法律により禁 
止されています。 

本機は、合ホ国特許権と知的所有権上な障された著作権保護 
技術を搭載しています。この菁作権保護技術の使用はマクロ 
ビジョンコーポレーションの許可び必要であり、マク□ビ 
ジョンコーポレーションの許可なしでは、一般家庭用または 
他のかざられた視聴用だけに使用されるよラになっていま 
ず。改造または分稱は禁止されています。 


ディスクの種類 

楽しみかた 

P 目 C なしビデオ CD 
(バージヨン 1.1) 

音楽用巳 D と同じように操作して、音 
声と映像（画像）を再生でをます。 

P 目 C 付をビデオ CD 
(バージヨン2.日） 

PBC なしのビデオ CD の楽しみかたに加 
えて、了レビ画面のあるソフトを使つ 
て、対話型のソフトや検索機能のある 
ソフトを再生でさます（メニュー再 
生）。この取扱説明書で、説明されて 
しぶ機能び働かない場合びあります。 
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■異形ディスクについて 


八ート型や八角形など特殊形状のディスクは使用しないで< 
ださい。機械の故障の原因となることびあります。 



■ 取り扱いについて 


演奏面に軸れないよラに、両 
端をはさむよラに持つか、中 
央の巧と端をはさんで持って 
ください。 



演奏面はをちろんレーベル面 
に紙やシールを貼ったり、文 X 
字を書いたりしないでくださ 
い。またキズなどをつけないよラにして<ださい。 

■ レンタルディスクのま意について 

ディスクにセ□八ンテープやディスクのラベルなどののりび 
はみ出したり、剥びしたあとびあるをのはお使いにならない 
でください。そのまま本機にかけますと、ディスクび取り出 
せなくなったり、故障する原因となることびありまず。 

■ お手入れについて 

ミちれにより信号読み取りび低減し、音とびや画像の乱れび生 
じることびあります。ミちれている場合は、演奏前に演奏面に 
ついた指紋やホコリを柔らかい巧でディスクの内周から夕+周 
方向へ軽く巧いてください。 

X(^ 

ミちれびひどい場合には、柔らかい巧を水で浸し、よく絞って 
からちれを拭を取り、そのあと柔らかい巧で水気を}式き取っ 
て < ださい。 

アナ□グレコード用スプレー、帯電防止剤などは使用でさませ 
ん。また、ベンジンやシンナーなどの揮発性の薬品は表面び侵 
されることびありますので絶対に使用しないでください。 

■ 保管上のま意について 



• DVD ビデオは、「タイトル」という大きな区切りと、 
「チャプター」というルさな区切りに分かれています。 


DVD ビデオ 



タイトル DVD ビデオの内容を、いくつかの部分に大 
さ<区切ったちのです。短編集の第1話、第 
2話の「話」に相当します。 

チャプター タイトルの内容を、場面や曲ごとにさらにル 
さ<区切ったをのです。上記「話」を分割す 
る第1章、第2章の「章」に相当します。 

• ビデオ CD / 音楽用 C □は、「トラック」で区切られています。 


ビデオ CD / 音楽用 CD 



トラック ビデオ CD / 音楽用 CD の内容を曲ごとに区 
切ったちのです。 

それぞれのタイトルやチャプター、トラックには順まにま号 
びふられています。これらのま号を「タイトルま号」、 
「チャプター番号」、「トラックま号」といいます。 
(ディスクによっては、各々のま号び記録されていないもの 
ちあ0ます。） 


結露について 


本機を;令えた所から、暖かい部屋に持ち込んだり、寒い部屋 
をストーブなどで急に暖めた場合、本機の内部に水滴びつ< 
ことびあります。これを結露といいます。そのままでは正常 
に働かないばかりでなくディスクや部品を痛めてしまいま 
す。本機をご使用にならないとさは、ディスクを取り出して 
おくことをお勧めします。 

結露しているおそれびある場合は、本機の電源を入れて約] 
時間放置してからご使用ください。 


直射日光のあたる場所、暖房器具の近くなど、温度び高くなる 
ところや、極端に温度のほい場所はさけて保管してください。 
必ず専用ケースに入れてな管してください。 







付属品を確認する 


本機には!•ソ下の付属品び同捆されています。 
お確かめください。 

[] 内の数字は数量を表わしていまず。 




参取扱説明書（本書） [1] 

参な罰書 [1] 

(外箱に添付しています。） 
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■ J モコンを準備ずる 


巧電池を入れる 


1カバーを矢印のち向にず日してはずず。 

2 中の極性表示にしたがって、付属の乾電池2個を +( プ 
ラス）と一（マイナス）を間違えないように入れる。 


3カバーを戻ず。 



ごを意 


SEND/LEARN 

インジケーター 






電型び減ってくると、 U モ]ン上部の SEND/ 

LEARN インジケーターび点滅します。ランプび 
点滅したら新しし唯電池と交換してください。 

(SEND/LEARN インジケーターには他の機 
能ちあります。ち欄と、6目ページを参照して 
<ださい。） 

種類の異なる電池や、新しい電池とちい 
電池を還用しないでください。 

長期間 U モコンを使用しないとさは、電池の液漏れを防ぐために 
電池を取0出しておいてください。 

寿命びなくなった電池を入れたままにしておくと腐食によりリモ 
コンをいためることびあります。 U モコン操作の反応び悪くなっ 
たとをは、ただちにちい電池を取り出して3本とち新しい電池と 
交換してください。 

使用頻度にちよりますび、付属の電池の寿命は約目力月です。電 
池は、単3型 （UM3) をご使用ください。 


U モコンを巧ラ 


■ リモコン機能を切り換える 


U モコンのボタンは、ボタンによって2つじ(上の機能をかね 
ています。機能を切り換えるには、4つの MODE ボタン 
( AUDIO 、 DVD 、 TA / MD 、 TV ) を使し巧す。 

1度押ずと、他の MODE ボタンを押すまで機能は切り換わり 
ません。 


( MODE ボタンとち操作の関係について詳しくは、後のぺ 
ージで、それぞれの操作ごとに説明されています。） 



本機のスピーカー、音声効果関係の操作をするとさは、 
MODE AUDIO を巧した後で、目的のボタンを押します。 



MODETA/MD は、オンキヨー製の M □レコーダー、または 
オンキヨー製のカセットテープデッキを RI 接続して操作す 
る時に押しまず017、33ぺージ ） 。 


MODE TV は、テレビを操作する時に押します扣33ぺージ）。 
ただし、事前にテレビのリモコン信号を、本機の U モコンに学習 
させる必要びあります K 33. 日日ページ）。 


■ リモコンを DVD レシーパーの受光部に向け 
て使用する 





本機の DVD 関係の操作をずるときは、 
MODE DVD を巧した後で、目的のボ 
タンを巧します。 


〔こ'ミ主意〕 

♦ U モコン受光部に日光やインノ（一夕一堂光灯などの強い光を直接 
当てると正し<動作しないことびあります。 

♦ ホが線を使った機器の近くで使用した0、他の U モコンを併用す 
ると誤動作の原因となります。 

♦ U モコンの上に本など、ちのを置かないでください。ボタンび巧し 
続け5れた状態になり、電池び消耗してしまうことびあります。 

♦ オーディオラックのドアに色付さガラスを使っていると、 U モコ 
ンび正常に機能しないことびあります。 

♦ U モコンと IJ モコン受光部の間に障害物びあると操作でさません。 
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テレビを接続する 


接続する前に 

♦ 接続するテレビの取扱説明書ち参照してくださし、。 

♦接続するとさは、テレビの電源を切0、電源コードをコンセントから 
抜いてください。本機の電源コードはまだ接続しないでください。 

♦ 本機はテレビと直接接続してください。ビデオデッキなどを経由し 
てテレビと接続した場を、コピープ□テクトされたディスクを再生 
すると画像び歪みます。 


♦ プラグは奧までしつかり接続してください。 
♦ 本機には、コードび付属されています。 
ーオーディオ-ビデオ用ピンコード （1 本) 
一 S ビデオコード （1 本） 


^—不完全な接続 

pi[] 11 D= 



完全に差し込む 


テレビにコンポーネントビデオ 
入力端子びあるとを 


コンポーネントビデオ入力端子接続をすると、 S ビ 
デオ接続よりちよい画像を得ることができます。 


テレビ 


音声出力端子へ 
R (ホ） 

M — N 
L (白） 




I;。。口 


お知 S せ 


オーディオ用ステレオ 
ピンコード 


♦コンポーネントビデオ入力端テの名称は、方一力一に 
より異なります。（例： Y / Pb / Pr 、 Y / 目-丫 / R - 丫、色 
差信号、コンポーネント映像等） 

♦テレビやモニターによっては再生時の色の濃さ（カラ 
ーレベル）びわずかに薄くなったり、色含い（ティン 
卜）び変わった0する場含びあります。この場合は、 
テレビやモニターを調節して、ベストな状態にしてく 
ださし、。 


ホが 


コンポーネン 
ビデオ入力端子へ 


My M 


Cr 


エ 


mi 


コンポーネントビデオ用 
ピンコード 

本機で再生されたディスク 
映儘のみ出力されます。 



テレビにコンポーネントビデオ 
入力端子びないとを 



黄 


オーディオ用ステレオ 
ピンコード 


電源コードはまだ接続 
しないで < ださい。 


テレビに S ビデオ入力端子があるときは、ビデオ端 
テ接続と同時に S ビデオ端テにも接続して<ださ 
い。よりよい映像が得られます。 


ビデオコード 


S ビデオコード 

S ビデオ接続をする場合ち通常のビデオ接続 
び必要です。 

S ビデオ接続のみをすると、次ページで巧ラ 
接続によっては外部機器か5の映像び出力 
されないことびあ0ます。 


音声出力端子へ 

L (白） テレビ 

H 卜 h 

「 

R (ホ） 

S ビデオ入力端子へ 


ビデオ入力端子へ 



信号の流れ 
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音声出力 



s ビデオ〕-ドなヒン〕 


L 音声入力（録音) 
旨端テへ 


信号の流れ 


音青出力（再生）端子へ 
L (白） 


MD レコーダー/ DAT/CD レコーダー 
/カセツトテープデッキ等 



光テジタルケーブル 

接続する録音機器にデジタル音声（光）入力端テびあれば 
接続してください。アナ□グ端テ接続わ必要です。 


電源コードはまだ接続 
しないで < ださい。 


白 


黄 


黄 


光テジタルケープル 

デジタル音声（光） 
出力端子びあれば接 
続して < ださし、。 
アナ□グ端子接続わ 
必要でず。 


黄 


LD プレーヤ ー / 
ビデオカセツトプレーヤー/ 
衛星チューナ ー/ 

BS デジタルチューナーなど 


ビデオデッキ / DVD レコーダーなど 


接続する前に 

♦ 接続する機器の取扱説明書わ参照してください。 

♦接続するとさは、接続するずベての機器の電源を切0、電源コードを 
コンセントか5抜いてください。本機の電源コードはまだ接続しない 
で < ださい。 

♦デジタル端子に接続するとさは、キャップをはずし 
てください。デジタル端テを使用しないときは、必 
ずキャップをはめて<ださい。 


I プラグは奧までしっかり接続してください。 

I S 映像入力端子か5の信号は S 映像出力端子 
へ、通常のビデオ入力端テか5の信号は通萬 
のビデオ出力端子へのみ、出力されます。 
VIDEO K VIDEO 2端子について 
S ビデオ端テ接続をする場含ち通常のビデオ 
端テ接続を必ずしてください。 

I 本機には、じ(下のコードび付属されていまず。 
ーオーディオ-ビデオ用ピンコード （1 本） 
- S ビデオコード （1 本） 


I { ^不完全な接続 


-亮全に差し込む 


イオ/ビデオ機器を接続ずる 


才— 














































スピー カー を配置する 


本機には、2系統のスピーカーシステム端テ （SPEAKERS A 、 SPEAKERS 目）があります。 

SPEAKERS A 系統のスピーカーは、インルームに、 SPEAKERS 目系統のスピーカーはヴブルームに置くなどの使い方がで 
さます。 

SPEAKERS A 系統のスピーカー構成 

フ□ントの左、センター、ちスピーカー、サラウンドの左ちスピーカー、サブウーファーび接続でを、マルチチャンネル再生が 
でさます。 

SPEAKERS B 系統のスピーカー構成 

フ□ント左ちスピーカーのみが接続でを、ステレオでの再生がでをます。 


■ SPEAKERS A 系統の標準的なスピーカー配置 


サラウンド音声を再生するには、スピーカーを正しく配置することび必要です。 

スピーカーの配置は、部屋の大きさや壁の材質などによってを変わってきますび、ここでは標準的なスピーカー配置を紹介しま 
す。 L ツ下を参考にしてサラウンド音声を最大限に生かしてください。 


ちの図のよラに、すべてのスピーカーを接続すると最も理想的なサラウ 
ンド効果を得ることびできます。 

しかし、センタースピーカーやサブウーファーびないとをは、センター 
スピーカーやサブウーファーから出力される音声を他のスピーカーに最 
適に配分し、現在のスピーカー構成で可能なサラウンド効果を最大限に 
引さ出します。 

フ□ントス ピー カーについて 

フロントスピーカーのラち、センタースピーカーは音源効果や、音の動 
きを高め、より豊かなサウンドイメージを再現します。 

• 左ちスピーカーとフ□ントの3つのスピーカーを音楽や映画を鑑賞す 
る人（リスナー）に向けて配置します。 

• 高さは1」スナーの耳の位置に調節します。 

サラウンドス ピー カーについて 

サラウンドスピーカーは音の立体的な動をを表現し、あたかをその場に 
いるかのよラな臨場感を高めます。 

♦左ちのサラウンドスピーカーび左ちから向さ合うよラにし、リスナー 
びサラウンドスピーカーからの音の広びりの範囲内に入るよラに設置 
します。 

• 高さは、 U スナーの耳の位置より1メー トル高くなるように調節します。 

サブウーファーについて 

アンプ内蔵のサブウーファーを使用してください。力強い重低音を再現 
しまず。 

サブウーファーはどこに配置しても音響効果にはさほど影響をちえませ 
ん。置きやすい場所に設置してください。 



スピーカーの取扱説明書も同時に参照し、最も効果のあるサラウンド音 
声をお楽しみください。 
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スピーカー を接続ずる 


[[接続ずる前に I 

♦ 接続するスピーカーの取扱説明書も参照してください。 

♦本機は香スピーカーなん; TF のインピーダンス（抵抗）のときに高 
性能を発揮します。最適なスピーカーを選択し接続してください。 

フ□ントスピーカー：左ちそれぞれ日£2 
センタースピーカー；日〇 
サラウンドスピーカー；左ちそれぞれ目〇 
♦スピーカーコードの先のビニール（絶縁体）部分を、芯線を残して 
] Omm はがし、露出した芯線をよじってください。 


1 0 mm 



♦ 回路の故障を防ぐため、スピーカーコードの 
芯線を絶対にショートさせないでください。 
♦] 個のスピーカーか5のコードを左ち （ L / 
R ) 端テに同時に接続したり、複数のスピー 
カーを同じ端テに接続することは、絶巧にや 
めて < ださい。 




〇 

〇] 

R L 

+ > 

Fo 

Q 

1に网广 

里図 

I ^ AIbI 




































































































































































































































FM / AM アンテナを接続ずる 


付属の FM / AM ま巧アンテナを接続する 



AM まかアンテナを接続する 


鉄筋住宅などで AM 室内アンテナだけでは受信状態び悪いときは、已 ml ん h の 
ビニール被覆線を窓際や屋外に張ってください。 

接続はち図のようにしてください。 AM が部アンテナを接続する場合は、 

AM 室内アンテナち同時に接続します。 


AM 室がアンテナ 


AM 室内アンテナ 


ごを意 


落雷や感電による事故を防ぐため、アースはおず接続してください。 
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FM 室かアンテナを接続する 


FM 室内アンテナの位置を調整してち受信状態び悪いとさは、 FM 室内アンテナを外して FM 室がアンテナを接続してください。 



ごミ主意 I 

参建物の陰にならず、 FM 放送電波び直接受信でさるところに設置して 
<ださい。 

♦ ネオンや交通の激しい道路などのノイズの発生源か5離して設置して 
<ださい。 

♦ 送電線の近くは危険ですので、絶巧に設置しないでください。 

♦ 落雷や感電による事故を防ぐため、アースは必ず接続してください。 

♦ アンテナエ事は技術と経験び必要ですので、販売店にご相談くださし、。 


オンキヨー製のテープ / MD デッキを本機の 
リモコンで操作ずるための接続 < RI 端子接続> 


付属のリモコンで、本機外に、次の AV 機器を操作することができます。 （的3 吕ぺージ) 
•テレビ 

• RI 端子付きのオンキヨー製 MD レ〕ーダー ( RI 端子接続が必要です。） 

• RI 端子付きのオンキヨー製カセットテープデッキ （ RI 端テ接続が必要です。） 

R I 端子接続には R I ケーブルが必要です。 

RI ケーブルは、 MD レコーダーやカセツトテープデッキに付属されています。 


オンキヨー製 MD レコーダー/ 
カセツトテープデッキ 


Ri / 所" 

圓卜气 ◎ 


• RI ケープル 


〔お知5せ I 

RI 端子接続をしておくと、 MD レコーダーわしく 
はカセットテープデッキの再生を始めると、本機 
の入力び自動的に TAPE / MD に切り換わります。 
〈ダイレクトチェンジ機能〉 



^ { 


NA f DIGITAL OUTPUT y DIGITAL INPUT - v I 广 COMPONENT VIDEO OUTPUT 、 , - 

論， __ 岡 国 I 国；口 碰啊 J 〔鱼] 感録録 陋 

MON -1 - VIDEO-2 - y-MON —— VIDE0 1— VIDEO 2 —v CONTROL I ^ J 一' 

OUT OUT … … OUT OUT … … ' - ■* * 广 


-1 -Viueu - Z yWUN - VIUEU 1 - VILTCU £ CONTROL! 、 

OUT IN IN OUT OUT IN IN ' - > 

獲)©©©©©© S ™ E ° に 〜。™ 

~~rsi IT IM … m IT iu im ス rfc iFfc iFfc の 



圆圆圆圆 


SURROUND CENTER 
■ SPEAKERS'SPEAKER' 
R L 


回回回 
區 I 国国 

ミミ I ミ I 


電源コードはまだ接続 
しないで < ださい。 


了 


お願い I 


♦ プラグは奧までしっかり接続してください。 

♦ 必ず RI マークのついた端テに接続してください。 

♦ RI ケーブルで接続をした場合を、] 3ページの接続は必ず行ってください。 

♦本機の RI 端子は、オンキヨー製品政がの機器とは接続しないでください。故障の原因になります。 


ごま意 I 

RI 端モ付きのオンキヨー製 MD レコーダーおよびカセットテープデッキは、両方同時に RI 端子接続しな 
いでください。誤動作することびあります。 
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本機の電源をつなぎ、電源を入れる 


接続する前に I 

♦ ] 2〜17ページの接続びすべて終了しているか確認してください。（テレビとのビデオ接続は必ず必要です。） 

♦ 本機の電源を入れると瞬間的に大きな電流び流れてコンピューターなどの機器の動作に影響することびあります。コンピューターなど、繊細 
な機器とは別系統のコンセントにつなぐようにしてください。 


JUL 


ONKYO 

も•頁い上げいただきちりがとうございます， 

りモコンで画面表示きヒテレビ画面松巧を进巧したちと 
法ちボタンを巧してください。 





- 1 / 

、 1 - 




1 O O O 1 1 , 

、 

J 





電源コードを壁の 
コンセントにつなぐ 



コンセントに極性がある場含は、 
白いライン測のプラグを、 
コンセントの広い方に差しまず。 


r 

2 


© POWER スイ ツチを 
押して、ま電源を入れる 


本機びスタンバイ状態にな 
り、 STANDBY インジケ 
ーターびホく点なしまず。 


む STANDBY/ON 



知6せ I 

♦ 工場出荷時は、ま電源はオン 
( ON ) になっています。 

♦ 主電源をオフ （ OFF ) にする 
には、® P 日 WER スイッチを 
わラー度押しまず。 

♦ 主電源びオフになっていると、 

U モコンボタンは働きません。 
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3 


本巧のむ STANDBY / ON か、リモコンの ON 
を押して、電源を入れる 。3乂3 

電源び入り、0 N インジケーターびオレンジ色に点なします。 

スタンバイインジケーターは消えます。 


)STAr^BY/ON 

◎ 


本機ご購入後に初めて電源を入れたとさは、初期設定画面び 
あらわれます。画面表示言語已6ページ）とテレビの画面 
お状57ページ）を選んでください。 ’ 

U モ コンの カーソルで 操作します。 

1 ▲/ ▼を巧して『画面表示言語』を選び、 ENTER を巧ず。 

2 ▲/ ▼を巧して言語を選び、 ENTER を巧ず。 

3 ▼を巧して 『TV 画面お状』を選び、 ENTER を巧す。 

4 ▲/ ▼を巧してテレビの画面槪犬を選び、 ENTER を巧ず。 

5 SETUP を巧して、終了ずる。初期設定画面び消えます。 

L おが5せ 1 

• 本機の電源を切り、スタンバイ巧態にするには、 

本体の0 STANDBY / ON または、リモコンの STN 日 Y のを巧します。 

な回使用時のために、音量を最ルにしてから、電源を切ってください。 

• 本手順で行った初期設定は、「メニュー画面を使って機能の設定変更をす 
る」（@已4ページ）で再変更することびできます。 



力ーソル操作の前に 

MODE DVD または 、 MODE AUDIO 
を巧して < ださい。 



\ 


SW MODE TEST TONE _ 

CO c 2 つ ] CO 


LATE NIGHT DISTANCE 



の 

cb 


SP B 

(2D 


T-D SETUP "UP/ DOWN 
广 0 j 」 (search) 













































































































接続したスピーカーの設定をする 


マルチチャンネル再生を楽しむには、スピーカーの構成や、視聴位置までの距離、音量バランスの調整をずるぶ、要がありまず。 
ここでは 、 SPEAKERS A 端子に接続したスピーカー（陪1已ぺージ）の設定をしまず。 

(SPEAKERS B の設定はありません。） 

スピーカー構成や配置を変えない限り、通常は設定を繰り返ず必要はありません。* 

* 例外として、「高周波数化 Hz ) /高ビット （ bit ) 音声をそのままの音質で聞く」曰日ページ）の手順びあります。 

お知5せ 

ヘッドフオンを接続しているとき（臨3已ぺージ）や、 SPEAKERS 目びオンになっているとき（底34ぺージ）は設定できません。 


オンキヨー製のスピーカーを接続している場合 <スマートコンフイグ設定> 


SPEAKERS A 端子に接続したスピーカーび下の表にあるかお認してください。 

♦]つでもある場合は、「スマートコンフィグを使って設定する」次ページ）を行ってください。 

スマートコンフィグ設定をすると、スピーカーの構成や、視聴位置までの距離設を、音量バランスの調整などび自動的に行わ 
れます。 

♦表のスピーカーとまったく一致しないとさは、「オンキヨー製しソ外のスピーカーを接続している場合」ページ）の手順を 
行ってください。 

■ オンキヨー製スピーカーと 認識番号表 


各スピーカーの型をの左にある数字び、「スマートコンフィグを使って設をする」の手順で使用する認識番号です。 

手順中、接続していないスピーカーについては「0」を、接続しているスピーカーびオンキヨー製じ(外の場合は「9」を、選びま 
す。フロント左ちスピーカーは、必ず接続していなくてはなりません。 


フ□ント左ち 

センター 

サフウンド左ち 

サブウーファー 

^^^ 一 

0 

接続していない場合 

0 

接続していない場合 

0 

接続していない場合 

1 

D-1 日已 F/D-3 日 

1 

D-1 日已 F/D-3 日 

1 

D-105F/D-30 

1 

SKW-20 已 & 

2 

D-20 已 F 

2 

D-205F 

2 

D-205F 

2 

SKW-30 曰 & 

3 

D-305F 

3 

D-305C 

3 

D-305SR 

3 

SKW-310^ 

4 

D-602F/D-40 

4 

D-602F/D-40 

4 

D-602F/D-40 

4 

SKW-320& 

已 

D- 目日已 F/D-77MRX 

已 

D-60 已 F 

5 

D-605F 

5 

SL-7 

6 

D-80 

6 

D-80 

6 

D-80 

6 

SL-10 

7 

D-202AX/D-202AXLTD 

7 

SKC-30 1/305 

7 

SKR-30 1/305 



8 

D-66RX 







9 

上記じ(外のオンキヨー 

9 

上記じ(外のオンキヨー 

9 

上記じ(外のオンキヨー 

9 

上記じ(外のオンキヨー 


製品、または、 


製品、または、 


製品、または、 


製品、または、 


オンキヨー製じ(外のス 


オンキヨー製じ(外のス 


オンキヨー製じ(外のス 


オンキヨー製じ(外のス 


ピーカーの 場合 


ピーカーの 場合 


ピーカーの 場合 


ピーカーの 場合 


《サブウーファーに M 0 VIE / MUS に 
の設定びありまずび、 「 MUS に」に 
してくださし)。 
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ち続した スピーカーの 設定をする 


■ スマートコンフイグを使って設定する 




本体のみ 


起 

SPEAKER SETUP 


SPEAKER SETUP を巧す 

本体の表示部に 『 SmartConfi 旨』び 
表示されたあと、 『 SP - みみみみ』 
び表示されます。 

お知5せ I 

SPEAKER SETUP を}甲したとさに、 
『 SmartC 日 nfi 复』臥外び表示されたときは、 
SPEAKER SETUP を繰0返し押して、 
『 Smartconfi 呂』么表示します。 




■ ■■■— ■ • 


. 

’ .1:' 


■t 

} 

+ 

が 

誌 

1 

サプウーファ- 
指定 

t ラウンド 
長ピーカー 指定 

クースピーカー 


左ちフ□ントスピーカー 
指定 

各『み』は、前ページの表中に記載さ 
れたスピーカー認識番号を入力するた 
めのフィールドです。 

点滅しているフイールドび現在選ばれ 
ています。 


2本体 



リモコン 


ダウン アップ 

本体の ▼ DOWN/UP ▲、または 
リモコンの UP A/DOWN ▼をホ甲し 
て、 スピーカーの 認識番号を選ぶ 



UP/ DOW[< 
(SEARCI 

T 




お知 5 せ I 

♦ スピーカーを接続していない入カフイール 
ドでは、『日』を選んでください。ただし、 
フ□ント左ちスピーカーは必ず接続するこ 
とび前提でずので、『日』は選べません。 

♦ 表に記載されていないスピーカーを接続し 
ている入カフィールドでは、『日』を選んで 
ください。 



CH SEL を巧して、次のフイール 
ドを選ぶ 

選んだあとは、サブウーファーの設定び 
終わるまで、手順 2 と 3 を繰り返します。 


CH SEL 






サブウーファーの指定び終わり、 

CH SEL を巧すと、スマートコンフイ 
グ設定び完了します。 





お巧5せ1 

♦巧』を設定したフイールドのスピーカーについては、音量バラ 
ンスを調整してください。（が23ページ） 

• より詳細な設定をずるには、「視聴位置か5をスピーカーまでの 
距離を設定する」 （-^22 ページ）の手順を行います。 
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オンキヨー製なかのスピーカーを接続している場合 




■ スピーカー構成を設定する 


■サブウーファーの設定をする 


ホがのみ SPEAKER SETUP を3串少じ I 内に 

繰り返し巧して、スピーカー構成 

SPEAKER SETUP を選ぶ 




表示とスピーカー構成の内容 

(参の スピーカーび 認識されます。） 


表部の 
スピ-力'^^ 

Speaker 

2ch 

3ch 

4ch 

已 ch 

左ちフ□ント 

参 

参 

♦ 

♦ 

センター 


参 


♦ 

左ちサラウンド 



• 

♦ 


おが5せ1 

SPEAKER SETUP を巧すと、 

『 SmartConfig 』 03日ぺージ）も表示され 
ますび、ここでは選びません。 


3秒経過すると、通常表示に戻ります。 

お知5せ] 

♦ ここでスピーカー構成を設定、再設定する 
と、 IJ スニングモードは自動的に 
irstere 日』（ステレオ）（腹4日ぺージ） 
になります。 

♦ 表示部び通常表示のとさに、現在設定され 
ているスピーカー構成を確認するときは、 
SPEAKER SETUP を1度だ'け押します。 
現在のスピーカー構成び表示されている間 
に SPEAKER SETUP をさ5に巧すと、ス 
ピーカー構成を変更ずることびできます。 


本体 

0C 

SUBWOOFER 



サブウーファーモード 

本体の SUBWOOFER MODE'f 
または、リモコンの SW MODE を 
(繰り返し）巧して、サブウー 
ファーモードを選ぶ 





SUBWOOFER MODE を]度だけ巧す 
と、現在の設定を確認するとこびでさ 
ます。さ日に SUBWOOFER MODE 
を巧していくと、サブウーファーモー 
ドを変更することびでさます。 

ヴプウーファ-モード 

• に W Mode 1 J 

ルさい、低音領域び限日れたフ□ン 
トスピーカーを接続しているとき 


• rsw Mode 2』 

大さい、広域周波数帯のフ□ント 
スピーカーを 接続しているとき 

サブウーファ-オフ 

参 rsw Off] 

サブウーファーを接続していない 
とさ 


3秒経過すると、通常表示に戻ります。 
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接続したスピーカーの設定をする 


視聴位置からさスピーカーまでの距離を設定する 


視聴位置から、各スピーカーまでの距離を、あらかじめ測っておきます。 
設定するとさは、実測値に最ち近い値を選んでください。 

左ちにあるスピーカーは、片方の距離を測ってください。 

(左ちスピーカーは、視聴位置から等距離とします。） 






DISTANCE 



D 旧 TANCE を押す 

本体の表示部に、左ちフ□ントスピー 
カーの設定表示びあらわれます。 




本体の ▼ DOWN/UP ▲、または 
リモコンの UP A/DOWN ▼を 
巧して、をちフ□ントスピーカー 
の距離を選ぶ 

最短 □.3m か日最長目 m まで設定でき 
ます。 




DISTANCE を巧し、 

本体の ▼ DOWN/UP A 、 または 
リモコンの UP A/DOWN ▼を 
押して、 センタースピーカーの 距 
離を選ぶ 




おミ!] 5は I 

参センタースピーカーを含まないスピーカー構 
成を設定をしている場合は、この設定はあ0 
ません。 



• 次のよ5な数値は入力でさません。 

-左ちフ□ントスピーカーの距離より長し、値 
-左ちフ□ントスピーカーの距離占、5 
1.已 m 引いた値より短い距離 


DISTANCE を}甲し、 

本体の ▼ DOWN/UP ▲、または 
リモコンの UP A/DOWN ▼を 
巧して、サラウンド スピーカーの 
距離を選ぶ 




DISTANCE 



お知5せ I 

♦ サラウンドスピーカーを含まないスピーカー 
構成を設定をしている場をは、この設定はあ 



0ません。 

♦ 次のよラな数値は入力でさません。 

一左ちフ□ントスピーカーの距離より長し、値 
-左ちフ□ントスピーカーの距離から 
4.日 m 弓いた値より短い距離 


D 旧 TANCE を巧す 

設定び終わり、通常表示に戻ります。 
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テストトージ 

各スピーカーの音■バランスの調壁をする 《Test Tone 〉 


すべてのスピーカーの音び、視聴位置から同じ大きさに聞こえるよラに 
調整していさます。 





2 


本体 


チヤンネルセレクト 

CH SEL を （繰り返し） } 甲して 
スピーカーを選び、 

本体の ▼ DOWN/UP A、 または 
リモコンの UP A/DOWN ▼を 
巧して、音量を調整する 
音量レベルは一] 2dB 〜+12祀の間 
で調整でさます。 


U モコン 


州 SEL 



調整が終わった！5、 TEST TONE 
を巧す 

テストトーンび止まり、表示部は通常 
表示に戻ります。 

お知 5 せ1 

TEST TONE を巧さなくてち、10周すると、 
テストトーンは解除されます。 
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基本機能ですぐ楽しい 


DVD ビデオ、ビデオ CD 、 音楽用 CD を再生する 


再生を始める前に I 

• DV □ビデオ、ビデオ CD 、 音楽用 CD じ(州ホ再生しないでくださし)。 

(■® - r 再生できるディスク」、8ぺージ） 

♦ディスクを再生するとさは、テレビの電源を入れ、テレビの入力 
を本機器を接続した入力に切り換えてください。 

^ とりマータについて1 

と!は DVD ビデオの操作に関する説日月です。 

^ はビデオ C □の操作に関する説明でず。 

とジは音楽用 CD に関する説巧です。 

'DV ゎ ’VC り ,CD> _ 


ディスクの基本的な再生 


^ ちのよラなスクリ~ンセ~バー画面 
があ5われたとさは 

ディスク再生中、一定時間!; LL 一時停 
止（ポーズ）状態にしておくと、スク 
U —ンセーバーびはた 5きます。 

(この機能をオフにするとこともでき 
ます。底己目ぺージ） 

再生を始めるときは、►-を押してくだ 



さし)。 



全を押す 

ディスクトレイび開をます。 


お知5は1 

本機びスタンバイ状態のときに、生を巧したときは本機の電源び入り、 

ディスクトレイび開きます。このときは、ディスクトレイび開くのに数秒かか D ます。 


2 


ディスクをデイストレイに置< 


L ごミち意 I 

ディスクトレイに手を入 
れないでください。指を 
はさみ、けがの原因とな 
ることびあります。 



ディスクのラベル面を上にします。 
ディスクには2種類のサイズびあります。 
トレイのそれぞれのガイド内に収まるよ 
ラに置いてください。 


本機の電源が入っていると、全（トレイ開閉)、 
■ (停止)、(再生）ボタン/ランプが点丹し 
まず。 


3 


►-を押す 

ディスクトレイび閉まり、再生び始まります。 
ディスクによっては手順2のをに全を押すと自 
動的に再生び始まります。 


テレビにメニュー画面びあ5われたときは 


ビービーシー 

ビデオ CD の PBC 機能 （臨' 「ビ 


再生している音声方式び表示されます。 （ i ^3 日ページ） 

ドルビーデジタル デーティーエスビーシーエム 

DO し BY DIGITAL 、 DTS、PCM のチヤンネルデジタルステレオ） 


[gOLBY DI 白 ITALI |DTS| 


pcm] 


セツトしたディスクの種類び表示されます。 

その他の表示情報については、已2ページと已3ページ 
を参照しください。 


妙 DVD ビデオの;ニュー機能か 

デオ CD について」、8ページ）びはた5いています。 

「メニュー画面でタイトルを指定して再生する」（唆27ペー 
ジ）の手順2と3を参照してください。 

PBC 機能のオン/オフについては目1ぺージを参照してくださし、。 

^ 音声方式の選択画面があ5われたときは 


音声方式について詳しくは「いろいろな音青効果を楽しむ」 

(随3目ページ）を参照してくださし、。 

リモコンのカーソル （▲/▼/◄/►) を使って音声ち式を選び、 
ENTER (力ーソルの中む）を巧して確定します。 

例えば、 『 DTS 』 か 『 Stereo 』 の選択をするときは、 DTS を 
選んでください。本機では DTS の再生びできます。 

歡 音楽巧 CD がディスクの最初か5再生されないときは 

「お知5せ」0^なページち下）の一項目を参照してください。 
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^ よりよい映像を得るためには 

DVD ビデオを再生すると、通常はあ5われないノイズび時 
折画面にでることがあ0ます。これは DVD ビデオび高解儘 
度で情報量び多いためです。ノイズ量はテレビにもよ0ます 
び、ノイズびでるとさは、テレビのシャープネスをマイナス 
方向に調整して < ださし、。 


リモコンを操作ずる前に 

DVD 機能を操作するときは、最初に MODE Ua-J 


リモコンを操作1 

DV □機能を操作す 
DVD を押します。 
(数字と SEARCH ; 
MODE AUDIO 邱 


をと SEARCH ボタンを使用しないとさは、 
〕E AUDI 日を押してち操作でさます。） 



ディスクを取り出ず 


DVD つ . VC の . CD ? 


全を巧して、ディスクトレイを開く 

ディスクトレイが完全に開いたら、ディスクを取り出しまず。 
その後、再度全を巧してトレイを閉じてください。 


■ 再生を一時停止ずる 

再生中に H り（リモコンのみ）を巧ず 

再生を再開するには、再度►-を巧して<ださい。 

コマ送り再生をするには 

砂 一時停止中に<^；]を繰り返し押してください。押すごとに、1コマずつ 
進みます。通常の再生に戻すときは►-を押してくださし、。 

お知らせ 

一時停止中やコマ送り再生中は、音青は再生されません。 


-を巧してください。再生を止めたとこ 


■ 再生を停止ずる ^ ^ ^ 

■を巧ず 

再度再生を始めるとさは、►-を巧して<ださい。再生を止めたとこ 
ろから再生が始まりまず。 

お知らせ 

再生び始まるところは、ディスクや再生場所によって異なります。 

最初から再生を始めるには 

再生停止後、もう一度■を押してか5►を押してください。 

と^り現在のタイトルの始めか5再生び始ま0ます。 

ディスクの始めか5再生するとを は、一度ディスクトレイを開を、そ 
のまま閉じてか5再生を始めます。 

^ 3^ディスクの始めか5再生び始まります。 

お知5せ 

再生を止めたところか5再生び始まるのは止めた場所（□ケーシヨン）び本 
機の;<モリーに記録されているか5ですが、 l ^ TF の場合は、メモ U —び初期 
化されます。 

♦ 電源コードをコンセントか5抜いたとさ 
♦ 本機をスタンバイにしたとを 
♦ ディスクトレイを開いたとを 

♦ 『パレンタル n ック』の設定を変えたとを（底'目0ページ）や、『ディスク 
;<ニュー言語』を変えたとき（底'日目ページ） 

♦入力を切0換えたとを （ DVD のみ） 



f SLOW 

© 

LE ZOOM 

)0 

10 DISPLAY 

)0 

CD 

/ SPA CHSEL A 

し 7 j Csj - CD 

SP 巨 T-D SETUP - UP/ DOWN 

(+ldl 〔 0 ) 」 (search, 

—/T f 

\ ONKVO I 

\ REMOTE CONTROLLER K 

RC-437M 

お知らせ 

♦音楽用 CD をかけると、音声方式 （ DTS 方式や PCM 方 
式）を検知するまでの短い間、音青び再生されないこと 
びあります。ディスクを最初か5再生し直すときは、 ■ 
を2回押してから再生を始めます。 

♦ 再生中は本機を移動した0揺らしたりしないでくださ 
し' i 。 ディスクを傷つけるおそれびあります。 

♦ ディスクトレイを開け閉めするとさは全を巧して<ださ 
し、また、ディスクトレイび動いているとをは、トレイに 
触れないで< ださい。故障につなび0ます。 

♦ディスクトレイを上から押さないでください。また、本 
磯で再生可能なディスク政がのちのをのせないでくださ 
し'!。故障につなげります。 

♦ 映画などの再生び終わると、をくの場合方ニュー画面げ 
あ5われます。方ニュー画面を長く表示させているとそ 
れげテレビ画面に焼き付いて、画面を傷める場合びあり 
ます。これを避けるため、再生び終わったら、■を押し 
て < ださし、。 







DVD ビデオ、ビデオ CD 、 音楽用 CD を再生する 


■早送り、早戻しをする 

再生中に、 ►► (早送り）(早戻し）を巧ず 

と^ 2倍速の早送0/早戻しになります。 

同じボタンを押すたびに、 l ^ TF のよラに再生速度び変わります。 

2倍速 _ S 倍速 30倍速 

x2 x8 x30 

テレビ画面 7 


お知5せ 

♦早送り、早戻し再生のとさは、音声は再生されません。 

♦ 2倍速、8倍速、3日倍速はおおよその再生速度のめやすです。再生速度はディ 
スクによって多少違います。 

^同じボタンを押すたびに、 l ^ TF のよラに再生速度び変わります。 

とり音楽用 C □を再生していると テレビ画面 

きにちの画面を確認したい I ^ I ^ 

I . 一一 t - L . — I I 〇5、にィー T 'しし-一 


とさは、テレビの電源を入 
れ、本機接続の入力に切り 
換えて < ださし、。 

お知5せ 

ビデオ CD のときは、字幕 
言語は表示されず、音声ち 
再生されません。 

音楽 CD のとさは、音声び 
再生されます。 


FF1 FF2 

一 

FR1 FR2 


通常の再生に戻すとさは、►-を押しまず。 


■ ス□—モーシヨンで再生ずる 

再生中に、 I ►を巧ず 

■►を巧ず度に、下のよラに再生速度び変わります。 

1/2倍速 1/4倍速 1/到音速 


テレビ画面 


1/2 1/4 1/8 

一一 
<— 



ノ 

[ ONKYO 


'w RC-437M ^0 


お知5せ 

ス n —モーション再生中は、音青は再生されません。 
通常の再生に戻ずとさは、►-を押します。 


ディスク再生中に巧ういろいろな機能 


下の機能び使えます。34ページを参照してください。 
• SPEAKERS A 、 B をオンオフする 
♦ 音量を調節する 

• 音声を一時的にルさくする〈ミュート機能〉 

参へッドフォンで聞く 
• 表示部の明るさを暗くする 
• ス U —プタイマーを使ラ 


いろいろな音声効まを楽しむ 


36ぺージを参照してくださし、 


M. 



















タイトル/チャプター/トラックを指定して再生する 


通常、 DVD ビデオは『タイトル』に 
分かれ、タイトルはさらに『チャプタ 
一』に分かれます。 

ビデオ CD や音楽用 CD は『トラック』 
に分かれます。 

ここではタイトルやチヤプター、 
トラックを指定して再生ずるち法を説 
明しまず。 


DVD ビデオ 


タイトル1 

タイトル吕 

チヤプタ ー 1チヤプタ ー 2 
_1_1_ 

チヤプタ ー 1チヤプタ ー 2チヤプタ ー 3 
_1_1_ 

藥 


-應 




ビデオ CD / 音楽用 CD 


トラック1 

1 

トラック2 

1 

トラック3 

1 

トラック4 

1 

トラック已 

1 

仙〜 

JJ ： よ〜 

J 化〜 

J 加よ〜 

歷〜 



数字ボタン 
SEARCH 


RANDOM SLOW 

o © 

SUBTTTLE-ONJOFF AHGLE ZOOM 

0000 

MEMORY CLEAR AUDIO DISPLAY 

Q Q Q Q 



因 


vm 

jjaJSij 

CSDM0 

阔 



■ メニユー画面でタイトルを指定して と!炒 ■タイトルとチヤプターま号を指定して 

再生する 再生する 


DVD ビデオにメニューびあるとさは、そのメニュー機能を 
使用してタイトルを選べまず。リモコンで操作しまず。 


1 U モコンのみ 


TITj ^ E を巧す（ディスクによって 
は MENU ボタンを押す） 

メニューびテレビ画面に表示されます。 




▲/▼/◄/► を押して、タイトルを選ぶ 


お知5せ 

タイトルにま号びついている 
とさは、数字ボタンを巧して 
直接タイトルを指定すること 
ちでさます。 


SW MODE TEST TONE 一 

CU 山 iL£J 



SPB T-D SETUP 

の 」 



ENTER を押す 

還んだタイトルのチャプター]か日再 
生び始まります。 


お知5せ 

参上記の操作は基本的な説日月で、実際はディスクによってことなる 
場合ちあります。画面に操作ち法び表示されたときはそれにした 
びって操作してください。 

参再生中に TITLE (ディスクによっては MENU) を巧してメニューを 
表示し、タイトルを還ばずに再度 TITLE (ディスクによっロホ 
MENU) を巧ずと、通南、最视こタイトルを押したところから再生 
び始ま D まず。（ディスクによってことなる場合びあります。） 

参ディスクにメニューび含まれていないとこの機能は巧えません。 

参ディスクの説 B 月によってはこのメニューをトップメニュー (TOP 
MENU) と表現している場合ちあります。 


DVD ビデオにタイトルとチャプターに対応したま号びある 
ときは、それぞれのま号を指定してタイトルとチャプターを 
選ぶことびできます。 U モコンで操作します。 



SEARCH を押す 

『タイトル：』のちの数字び反転して 
いるのを確認してください。（違ラ場 
所び反転しているときは、 ▲/ ▼で『夕 
イトル：』のちを反転してください。 

例：- 

□ □□□々：■! 

□ □□□a 令： 1 


数字ボタンを押して、タイトル蚕 
号を入力ずる 


例：タイトル2を選ぶとを 

の 


□ □□□□■«? 1 


:タイトル12を選ぶとき 




□ □□□み：の 
□□□日日々1 


タイトル番号の下のチャプター番号を 
変更する必要びないときは、手順3と4 
を飛ばし、手順5を行ってください。 


▼を押して、『チヤプター:』の 
ちの数字を反転させる 


□ □回々： 2 

□ □ロロロ々： ■ 

(巧べージへ続く） 











DVD ビデオ、ビデオ CD 、 音楽用 CD を再をする 


4 

SWMODE TEST TONE 

UJ LLJiCU 




数字ボタンを巧して、チャプター 
番号を入力ずる 

例：チャプター2已を選ぶとさ 
し 2 种 S °) I 

□ a □□み： 2 
□□□□□みの 


5 ►を押す 

Kte 選んだタイトル/チャプターか日再生 

k ( び始ま D ます。 


お知5せ 

♦番号を入力するとをは、 （2 り（プラス10ボタン）を使巧するこ 
とちでをます。 

□ □□ a み： 2 
□□□日日々の 


♦ タイトルやチャプターに対応した番号びディスクに入っていなし、と 
この操作はでをません。 

♦ 入力したタイトルやチャプター番号を取0消したいとさは、 

を巧す前に、 CLEAR を巧します。手順 1 のタイトルとチャプター 
番号び表示されます。 

♦ タイトル/チャプター画面を閉じるとさは、 SEARCH を数回押 
します。（押す回数はディスクによって違います。） 


/ VC り 

■ トラック番号を指定して再生する とジ 


トラックま号を指定して、特定のトラックから再生を始める 
ことびでをまず。 U モコンで操作します。 


数字ボタンを巧して、トラックを 
選ぶ 

例：トラック2已を還ぶとき 

し2 J-fg b oj 

DDDD^ra 


2 1^^ ►を巧す 

選んだトラックか日再生び始まりま 
\ 1す。 


お巧5せ 

♦番号を入力するとさは、 （5 り（プラス1日ボタン）を使用するこ 
とちでさます。 

い1〇)_►卜1〇)*を5う 


リモコンのみ 

SW MODE TESTTONE 一 

广1 ) 广2つ]广3 ) 

LATE NIGHT DISTANCE 
Cu に已 3 - し已 j 
SPA CHSEL i 

のの-の 

SPB T-D SETUP 

(2D L2J 」 


♦ 入力したトラック番号を取 0 消したいときは、►-を巧す前に、 
CLEAR を押します。現在のトラック番号び表示されます。 
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■再生中や、前後のチヤプター/ 
トラックを頭出しする 


現在のチャプター/トラックから続いたチャプター/トラッ 
クを選んで再生することびでさます。 


沙 


I 」モつン 




I ◄◄またはを（繰り返し）巧 
して、再生するチャプター/卜 
ラックの頭出しをする 

I イイを1回押すと、現在のチャプタ-/ 
トラックの頭か b 再生び始まります。 

I ◄◄を続けて巧すと、押すごとに 1 つ前 
のチャプター/トラックに戻ります。 

►►1を巧すと、巧すごとに]つずつ次 
のチャプター/トラックに移ります。 


お知5せ I 

参タイトルによってはチャプター番号を表示しないちのちあります。 

• 『タイトル停止』 （- S ■巨1ページ）を『無し J に設定していると 
をは、他のタイトルのチャプターち続けて頭出しでさまず。 
ただし、 I ◄◄を巧して前のタイトルに戻ったときは、そのタイト 
) レの最巧のチャプターか5再生び始まりまず。 

『タイトル停止 J を『ちり』に設定していると、現在のタイトル 
内でのチャプターの頭出しになりまず。 

参一時停止中にチャプター/トラックを選んだときは、►►を巧さ 
ないと再生は始まりません。 



■ 経過時間を指定して再生を始める を 


時、分、秒を指定して、再生を始めることびできます。 
U モコンで操作します。 



SEAR 巳 H を2回巧す 

ディスクによっては2回じ(上巧す必要 
びあります。下の表示び画面にあ日ね 
れるまで巧してください。 


□ □ □ 



数字ボタンを巧して、時、分、秒 
を入力する 

入力された数字は、入カフィールドの 
ち端に表示され、なの数字を入力する 
ごとに左へ移動します。 


例：〔1 j -»<2 o)-^e 3 j-^c 0 J 


時分秒 


□ □□ 




お知5せ 


入力した経過時間びディスクの総再生時間より 
長いと、その経過時間はキャンセルされます。 


3 ►を押す 

Ulc 指定した経過時間の場面から再生びお 

S I す。 


お巧5せ I 

♦席分、秒に]日ずつプラスするときは、 (2^ (プラス1曰ボタン） 
を使用することわできます。 

♦ ディスクによってはこの機能は使用できません。 

♦ 場面によっては指定した時間からずれて再をされることびあります。 
♦この機能は、日 VD ビデオディスクの場含は現在のタイトル巧、ビ 
デオ CD や音楽用 CD の場含は現在のトラック巧ではた! 5 をます。 





























































FM/AM 放送を聞 < 


FM / AM 放送を聞くには、手動でチューニングずるち法と、放送局をプリセットして選局ずる、2つのち法びありまず。 


ニングする 



が送局をプ U セツトする 


AM / FM 交えて30局まで登録でさます。 



本体の INPUT つまみを回して、 

エフエム ェーェム 

FM または AM を選ぶ 



おミ!] 5せ I 


FM 、 AM は U モコンでち選べます。次ぺージ) 



チューニング 

TUNING ◄/ ►を巧して、放送局 
を選ぶ 


放を局を受信ずると、点なしまず。 



• TUNING ► を巧すごとに、 

FM の場合は 0.1 MHz 単位で、 AM 
の場合は 9 kHz 単位で周波数び変わ 
ります。 

• FM の場合、ボタンを□.已秒じ(上巧 
し続けると、自動的に放送局の検 
索を始め、放送を受信すると自動 
的に止まります。 


電波び弱くて FM 放送局を受信でをないときは) 


1 

プリセツトしたい放送局を左欄の 
手順で選ぶ 

2 

本体のみ 

PRESET MEORY 

PREsI ' Tm メ ilOloRY を巧す 

MEMORY インジケーターび点灯し、 

プ U セツト番号び点滅します。 


MEMORY 1 



3 

p 9 

y 夕 JNER … ES か 

MEMORY インジケーターび点'な 
している聞（巧 8 秒）に、 

チユーナーブリセット 

TUNER PRESET ィ/ ►を巧し 
て、放送局をプリセットする番号 
を選ぶ 


MEMORY ■ 


■ 

4 

起 

PRESET MEORY 

PRESET MEMORY を巧す 

指定した番号に放送局びプ U セットさ 
れました。 

プ U セットを続けるには、手順 1 〜 4 を 
繰り返します。 
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ri \/ l 放ぶぷ坟イ吉9る I ►•ィ FMMUTE 

エフエムステレオ 、 FMST 

と、 FMST インジ 
ケーターび表示部 
に点灯します。し 

かし電波び弱いと放送局を受信できません。 

このとをは、 FM MODE を押してください。 

FM MUTE インジケーターび消え、モノラル受信とな0ます。この 
状態で放送局を選んでください。（このときは、放送局間のノイズ 
ち聞こえます。） 

本体のみ 

略 

FM MODE _ 































































































プリセツトした放送局を選ぶ 


プリセツトしたが送局を削除する 


事前に放送局をプリセツトしておく必要びあります。 




リモコンの INPUT SELECTOR 
ィ/►を巧!■か、 

本体の INPUT つまみを回して、 
FM または AM を還ぶ 

FM . AM のどち日を選んでちかまい 
ません。 





本体 



チヤンネルチユーニング 

リモコンの CH T_U^ +/-、また 
は本体の TUNER PRESET ◄/► 
を巧して、プリセツト番号を選ぶ 



お知 5 せ] 

事前に M 日 DE TV び押されていると、本手順の 
操作がでをません（底33ページ）。 

この場含、 M 日 DEAUDIO 等、他の MODE ボ 
タンを押してか 5 CH TUN +/- を押してくだ 
さい。 


ONKVO °TT'T'™r'*r ™ s 

00 

愚 1 ^ || 

-為… ◎国 ◎ .留 ◎ ◎ ◎ 

@ ^ 論 口 ^ J — ',i " 霞 —J 

> 0—0 ◎ ◎ 

'|1 ' … 




1 

放送局を削除したいプリセット番 
号を左欄の手順で選ぶ 

2 

本体のみ 

に 

PRESET MEORY 

PRES が M メ説 ORY を巧す 

に RASE ?』 び表示部にあ日われま 
す。 

二:：•二:.：:::： ••::: •て 。 h 


3 

に 

PRESET MEORY 

『 ERASE ?』 が表示されている間 
(約 8 秒）に、 

PRESET MEMORY を再度巧す 

選んだプ U セット番号の放送局び削除 
されます。 


AM / FM が送を聞をなび6巧ラいろ 
いろな機能 


下の機能び使えます。34ページを参照してください。 
• SPEAKERS A 、 巨をオンオフする 
• 音量を調節する 

参音声を一時的にルさくする 〈 S ユート機能〉 

•へッドフォンで聞く 
• 表示部の明るさを日音くする 
• ス1」ープタイマーを使ラ 


いろいろな音声効まを楽しむ 


3巨ページを参照してください。 




















































































接続したか部機器を再をする 


必要に応じて「テレビを接続ずる」 

(■^12 ぺージ）と「才ーデイオ/ビデオ 
機器を接続ずる」（《^13ページ）ち参照 
して < ださい。 





SUffTTRE-ON^OFF ANGLE ZOOM 

0000 

yElNRY CLEAR AUCIO DISPLAY 

0000 

SW MODE TEST TONE _ 

CD CDi CD 




下の入力を選ぶ 

ビデオ 

• VIDEO 1 

• VIDEO 2 

テレビライン 

• TV/LINE 

テーフ エムデ ィー 

• TAPE/MD 


例： VIDEO 1を選んだときの表示部 


例： VIDEO 1を選んだときの入カインジケー 
夕— 

VIDEO 1 VIDEO 2 TV/LINE TAPE/MD 

、レ 

-o- 000 


選んだ入力に接続しているが部機 
器の再生を始める 



■ デジタル音声について 


デジタル端テに接続している機器からのデジタル音声は、自 
動的にアナログ音声から切り換わ奚る処理さむ^ず。 

参入力を VIDEO 1にずると 、 DIGITAL INPUT 1端子から 
のデジタル音声び再生されます。 

参入力を VIDEO 2にすると、□に ITAL INPUT 2端子から 
のデジタル音声び再生されます。 

デジ tME 湿—^ " Tg もき声捕によって' 
DOLBY DIGITAL DTS、PCM (2 チヤンネルデジタルス 
テレオ）、いずれかのインジケーターび表示部に点巧します。 

DOLBY DIGITAL DTS PCM 

~ , I 1 , 1 , ~ Jl - 

I DOLBY DIGITAL] I DTS] PCT/I 


[) 3 な 15 せ 1 

外部機器か日のデジタル信号は 、 DOLBY □に ITA し DTS、PCM 
のみ再をでさます。 

■ VIDEO 2の映像を鑑實しなび5、接続した 
が部機器の音芦や、 FM / AM 放送を楽しむ 

VIDEO 2に接続した AV 機器を再生し、 TAPE / MD 、 また 
は、 FM 、 AM 、 TV / LINE のいずれかの入力を選ぶと、 
VIDEO 2の映像と、選んだ入力の音声を同時に鑑賞するこ 
とびでをます。 


音楽/映画を鑑實しなび6巧ういろい 
ろな機能 


しソ下の機能び使えます。34ページを参照してください。 
参 SPEAKERS A 、 目をオンオフする 
• 音量を調節する 

• 音声を一時的にルさくするく5ユート機能> 

参へッドフォンで聞く 
• 表示部の明るさを暗くする 
• ス U —プタイマーを使ラ 


いろいろな音黃効まを楽しむ 
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3巨ページを参照してください。 





















































■ テレビを操作する ■ オンキヨー製 MD レコーダーもくしはオンキヨー製カセット 

テレビ操作の前に、リモコンに学習させ トプァッキを操作する _ 

るが要かの0まず巨ページ）。 リモコンに学習させる必要はありませんび、 RI 端子接続び必要です（《^17ページ） 

操作ずるとさは、 U モ□ンをテレビに向操作するとさは、 I 」モコンを本機に向けます。 

けます。 



MODE TV を巧して 
か5、操作します。 


下の U モコンのイラストで、色（グレー) 
のついたボタンに、テレビのリモコンの信 
号を学習させて使ラことびでをまず。 




S ベ〉^〇 
SV □ y(E) 

REC \ - ノ OPEN/CLOSE 

夕、四 ^ 

RANDOM SLOW 

〇 © 

SUBTITLE-ON/OFF ANGLE ZOOM 

0000 

/lEMORY CLEAR AUDIO DISPLAY 

0000 


SW MODE TESTTONE 


BOMOWMHW 

EHSKoilpm 


MODE TA / MD を押してから、操作します。 



0 \ N © 

SUBTITLE-ON/OFF AMGLE ZOOH. 

00 C\p^ 

MEMORY CLEAR AUDIO ^PLAY 

0 




お知 5 せ 


機種によっては、 U モコン信号の違いによ 
り、働かない場合びあります。 


MD レコーダー 

カセツトテーこ 
デッキ 

► 

再生 

再生 

REPEAT 

U ピートモード 


►►1 

ダウン 

アップ 

巻を戻し 
早送り 

◄◄ 

►► 

早戻し 
早送り 

- 

▲ 

取り出し 

トレイ開閉 

■ 

停止/取り消し 

停止 


一時停止 

リバース再生 

• REC 

録音 

録音/録音一時 <1 

1-9, 0 
+ 10 

数字ボタン 

















ずべての入力に共通したいろいろな機能 


±、■、►►ランプ（ボタン） 表示部 



SPEAKERS A 端子 、 SPEAKERS BS 品子に接続したスピー 
力ーシステム（■^■]已ぺージ）のオン、オフをします。 

03知5せ I 


左ちフロントスピーカー、センタースピーカー、左ちサラウ 
ンドスピーカーの音量を同時に調節します。 

ヘッドフォンを接続しているとをは (防なぺージ ）、ヘッド 
フオンの音量を調節しまず。 


スピーカーシステム B をオンにすると、スピーカーシステム A を強制 
的に2チヤンネル（ステレオ）音声にな0ます。 （ U スニングモー 
ドび 『 Stereo 』 になります。（应 '4 日ページ） 

後でスピーカーシステム巨をオフにしてち、他の U スニングモード 
を選ぶまでは、 『 Stereo 』 のまま変わりません。 


リモコンの V 0 L A/ ▼を巧すか、 
本体の音量調節つまみを回す 

1」モコン 本体 


本体の表示部に点打しているスピーカーシステムび、 
オンになつていまず。 



SPA を巧す度に、 スピーカー シ 
ステム A のオンオフが切り換わり 
ます。 

SPB を巧す度に、 スピーカー シ 
ス テム B のオンオフび切り換わり 
ます。 


両方のスピーカーシステムを同時にオフにすることはできません。 


SPA 



お知5せ1 


■ 本体で操作する 




SPEAKER A / B を繰り返し巧す 

押す度に、じ(下のように切り換わりま 
す。 

r - スピーカー システム A のみオン 

i 

スピーカー システム B のみオン 

i 

一 A 、 B ともオン 



VOLUME 



音声を一時的にかさくする 
<ミユート機能> 


MUTING を巧す 

[ Muting ] び約 3 秒間を目的表示部 
にあ5われます。 

ミュート機能び働いている間は、 
MUTING インジケーターび表示部で 
点滅しています。 




MUTING をちう一度巧すと、元の音量 
に戻ります。 

お巧5せ] 

電源を切り、再度電源を入れてち5ユート機能は解除します。 


U モコンのみ 
MUTING 
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MODE ボタンと、34、 3 已ぺージで説明されている 
操作との関係 


操作 

ボタン \ 

MODE ボタン 

AUDIO 

DVD 

TA/MD 

TV 

SLEEP 


参 

♦ 

- 

VOL ▲/▼ 


参 

♦ 


MUTING 

♦ 

参 

♦ 


DIMMER 

参 

参 

- 

- 

SPA 

参 

※〇 


- 

SP 巨 

♦ 

※〇 

&3 

- 


♦ 34、3日ページの操作説明どおり 

に働さまず。 

一働さません。 

•》1 学習させていると（臨目目ぺージ）、 
テレビを操作します。 

学習させていないと働さません。 

*2 内蔵 DVD プレーヤーを操作すると 
さの、数字ボタンの一つとして働 
さます。 

*3 オンキヨ ー 製 MD レコーダーを 操作 
するとをの、数字ボタンの一つと 
して働をまず。 



© 


SUBTITLE-ON-OFF ANGLE ZOOM 

0 0 0 0 

MEMO 口 ' CLEAR AUDIO US 口 LAV 

0 0 0 0 


SPA 
SP B 



ヘッドフォンで聞く 


フオン 

へッドフオンを本体の PHONES 端子に接続する 



おミ日 5 せ I 

参 へッ ドフォンを接続ずると、スピーカーからは音声は出力されま 
せん。 

参音声は自動的にステレオ音亩にな0ます。 （ IJ スニングモードび 
『 Stereo 』 になります。 应 '38 ぺージ） 

へッドフォンを巧くと、接続前の U スニングモードに戻りまず。 


表示部の明るさを暗<する 


アイ7 — 

U モコンのみ DIMMER 巧 J 甲す 


DIMMER 



巧す度に、じ(下のよラに明るさび変わ 
ります。 


P 表示部びやや暗くなる。 

i 

表示部び暗くなる。 

i 

表示部び暗くなると同時に、 

全（トレイ開閉）、 ■ (停止）、 

► (再生）ランプ（ボタン）び消 
えます（"*■24ページ）。 

i 

—表示部び元の明るさに戻り、 

全、■、►ランプ（ボタン）ち点 
灯します。 


スリープタイマーを巧ラ 


ス U — プ 

U モコンのみ S し EEP を}甲す 



『 Sle 啡目 Omin 』 び多目的表示部に 
約已秒間あらわれ、 SLEEP インジケー 
夕一び表示部に点打します。 


目0分後に電源び切れてスタンバイに 
なります。 


SLEEP インジケーター 



く::- -!.…..... .. 

ご；；,;..... 

r 


SLEEP を巧すごとに、電源の切れる残 
り時間び1□分ずつかなくなります。 

■ スリープタイマーの残り時間を確認する 


スリープタイマーをセツトした後で、 SLEEP を押す 

残り時間び表示されます。 

残り時間表示中に SLEEP を巧すと、押す度に、電源の切れ 
る残り時間び] 0分ずつ少なくなります。 


■ スリープタイマーをキャンセルする 


SLEEP インジケーターが消えるまで、 SI_EEP を 
繰り返し巧す 






















































いろいろな音声効まを楽しむ 


本機のサラウンド効果で、お部屋に映画館やコンヴートホールの臨場感を再現することびでをます。 
サラウンド効果を再現するには、スピーカーの設定を正しく巧ラ必要びあります19〜23ページ）。 
また、スピーカー構成（■^1已ぺージ）や、スピーカーの配置 （*^14 ページ）ち重要な要素です。 

まず始めに本機で再生可能な音声ち式を説明します。 


ドルビーデジタル デイーテイーエス 

■ DOLBY DIGITAL サラウンドと DTS 

デジタルシアターシステム 

(Digital Theater System ) サラウンド 


理想的なスピーカー構巧 
センタースピーカー 
左フ□ントスピーカー 

S 白 


日 


ちフ□ントス ピーカー 

白 


サブウーファ 
をサラウンドスピーカー 

□ 




ちサラウンドスピーカー 

0 


この音声は、已 .1 チヤンネルデジタルサラウンドち式です。 
已つ（左ちフロント、センター、左ちサラウンド）のフルレ 
ンジ （20 Hz -20 kHz ) チヤンネルと、ほ音域効果のための 
LFE (Low Frequency Effect ) チヤンネルび独立して記録 
されており、再生することびできます。これにより、劇場や 
コンヴートホールの臨場感を再現することびできます。 


DOLBY DIGITAL ( ドルビーデジタル）サラウンド 

P 円【晋离 マークの ついた DVD ビデオは この 音声方式で記録さ 
れています。外部機器からのドルビーデジタルサラウンド音 
声を本機を通して再生するには、デジタル接続び必要です。 


DTS サラウンド 

閣マークのついた DVD ビデオや音楽用 CD びこの音声ち式 

で記録されていまず。外部機器からの DTS サラウンド音声を 

本機を通して再生するには、デジタル接続び必要です。 

[bTS 音声についてのお知 5 せ I 

♦ DTS サラウンド音声びエンコードされたディスクを本機で再生し 
たり、デジタル接続した外部機器で再生したりずると、本磯の 
DTS デコーダーび、 DTS び エンコー ドされた信号を検知し解析 
しだすまでの短い間、ノイズび発生することびあ0ます。これは 
機械の故障ではありません。 

♦ DTS サラウンド音声の再生中に早送り、早戻しをしたり、一時停止 
したり、チャプター/トラックをスキップしたりすると、ノイズび 
発生することびあります。これは機械の故障ではありません。 

♦ DTS サラウンド音声の再生を止め、 DTS 信号の入力び止まって 
ち、本機は DTS モードを解除せず、表示部の DTS インジケータ 
一わ消えません。これは、一時停止、早送り、早戻し、チャプタ 
一/トラックのスキップをするときに発生するノイズを回避ずる 
ためです。このため、 DTS 信号び PCM (2 チャンネルデジタル 
ステレオ）信号に突然変わると、 PCM 信号は再生されません。 
このとをは、再生を3秒ほど止めてから再生を始めてください。 

♦ CD プレーヤー（本機は音楽巧 CD わ再生できまずび、もし本磯に 
CD プレーヤーを接続していた場合）や LD プレーヤーによっては 
DTS サラウンド音声を正しく再生できないものびあります。この 
場含、い<5デジタル接続をしてち、再生されたデジタル信号 

(出カレベル、サンプリング周波数、周波数反応など）は、本機 
では DTS 信号として検知することびでさず、正しい音声の代わ0 
にノイズび発生してしまいます。 


ドルビープ□□ジック 

■ Dolby Pro Lo 邑 ic サラウンド 


このサラウンドち式は、4チヤンネル（左ちフロント、セン 
ター、左ちサラウンド）で構成されています。このち式は、 
音楽や会話における音の移動や、フ□ント3チャンネルから 
の音の3次元空間を表現するのにとてち効果的です。また、 
劇場の協や後ろの壁から反響するサラウンド音声効果や雰囲 
気も強調します。 

□□ I DOLBY SUBBOUmT ] マークのついた- V H R ド'デオ. VHSHi-Fi ビ 
デオ、！_□、 DVD ビデオびこの音声ち式で再生ずるのに適し 
ています。 


巧绽ヨ-就職み置 Ri 果、 


DSP (Digital Signal Processing ) モード 


ドルビーデジタルや DTS サラウンド音声(外の音声に、オン 
キヨー独自の DSP 効果をかけあわせることびでさます。 

才ーケストラ 

Orchestra 

クラッシックやオペラに適した音声効まです。センターチャ 
ンネルをカットし、サラウンドチャンネルを強調ずることで 
ステレオイメージの広びりを強調します。 

大ホールにいるかのような自然な音響効果を高めます。 

アンフラッグド 

Unplugged 

ボーカルやジャズなど、アンプを使わない楽器演奏に適した 
音声効果です。 

フロントステレオイメージを強調して、ステージのまん前に 
いるかのよラな音響効果を高めまず。 

スタジオ S ックス 

Studio-Mix 

□ック、ポピュラーミュージックなどに適した音声効果でず。 
パワフルな音響イ>< ージを再現した臨場感あふれるサウンド 
は、あなたをあたかもクラブ八ウスにいるよラな気分にする 
でしよつ。 

ティーピィー□ジジク 

TV Logic 

放送局のスタジオから放映されているテレビ放送に適した音 
声効果で、局のスタジオにいるよラな臨場感を高めます。 
すべてのサラウンド音声を強調し、会話音声を明瞭にします。 

才ールチ中ンネルステレオ 

All Ch Stereo 

バックグラウンドミュージックに適した音声効果でず。 

フ□ントとヴラウンドチヤンネルび立体音響効果を高めます。 
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□ □ 

Theate 卜 Dimensional 


入力音源と選択でをる U スニングモード 


シアター デイメンシヨナル 

■ rheater-Dimensional^ (T-DJ 
モード 


理想的なホームシアターは、14ページで説明されているずべて 
のスピーカーを接続し、正しく配置した状態で実現されまず。 
しかし、実際にはフ□ントスピーカーしかなかったり、サラウ 
ンドスピーカーを正しい位置に置けなかったりする場合をある 
かちしれません。 

そのような場合は、シアターデイメンショナルモードを使ラ 
ことで、マルチチャンネルサラウンド音声を楽しむことびで 
きます。シアターデイメンショナルモードは、20ページ、 
または、21ぺージで設をしたスピーカーのチャンネル数に 
応じて、出カチャンネルを振り分け、最適なバーチャルサラ 
ウンド再生を行います。 

スピーカー設定の重要性 

ホームシアターの 音声再生にとって、各 スピーカーの 音圧調 
整（キャリフレーション）び非常に重要です。これは、バー 
チャルサラウンド再生においてを同じです。 

特にバーチャルサラウンド信号を再生する2つのスピーカー 
のレベル調整（レベルマッチング）と、時差調整（タイムア 
ラインメント）は、通常のマルチチャンネル再生 L ソ上に重要 
な要素になります。 

本機では、マルチチャンネル再生用のキャ U ブレーションと 
して L ソ下の設定、調整びあり、その結果、最適なレベルマッ 
チングび行われます。 

• 「視聴位置から各スピーカーまでの距離を設定する」 
(1^22 ぺージ） 

• 「各スピーカーの音量バランスの調整をする 〈 TestTone 〉 」 

(陽^23ぺージ） 

([お知6せ I 

• サラウンドチャンネル信号を含む入力音声（ドルビーデジタルや 
DTS サラウンドのよ5なマルチチャンネル音声）の場合は、サ 
ラウンドチャンネル信号びバーチャル処理されます。 

• 2チャンネルの入力音声の場合、サラウンドチャンネル要素はド 
ルビープ□ロジック処理により自動的に巧出され、その後、バー 
チャル処理されます。 

参モノラルや、3チャンネルステレオ音岸の場合は、サラウンド 
チャンネル信号び含まれていないため、バーチャルサラウンド効 
まは働さません。 


& Theater - Dimensional は、当社で開発されたバーチャル 
サラウンド巧術でず。この技術はバーチャルドルビーデジ 
タルおよびバーチャルドルビーサラウンドとして米国ドル 
ビー社か日認可されています。 


選択でさるリスこングモードは、入力音源のタイプによって 
異なります。政下の表で確認して<ださい。（•のリスこン 
グモードが選択できます。） 


A * 音源の信号一 

アナ□グ /PCM 

ドルビーデジタル 

DTS 

\ 考え 5 れる一 

源 

リスニン 

V \ 

カ セツ ト テープ 
音楽用 CD 
ビデオ CD 
レつード 

FM 放送 

AM 放送 

DVD ビデオ 
LD 

デジタル 

衛星放送 

DVD ビデオ 
音楽巧 CD 
LD 

Stereo 

• 

参 

♦ 

Theater-Dimensional 

♦ 

参 

♦ 

DOLBY DIGITAL 


• 


DTS 



♦ 

DOLBY PRO LOGIC / 

3 Stere が 

♦ 



Orchestra 

• 



Unplu 呂 ged 

♦ 



Studio-Mix 

• 



TV Logic 

参 



All 加 Stereo 

参 




「Dolby Pro L □旨 ic とオンキヨーの才 U ジナル DSP モード 
を使ラ」（隐=4日ページ） 


()3 知5せ I 

♦ サンプリング周波数び 48 l < Hz よりも高い P 仁 M 音声 （ DVD ビデオな 
ど）を再生すると、リスニングモードは 『 Stereo 』 になります。 

♦ DTS 音声再生中に U スニングモードを 『 Stereo 』 にしたいとき 
は、「スピーカー構成を設定する」（校'21ページ）の手順にし 
たびって、 irSpeake 「2 ch 』 を設定してください。それ！がが） 
スピーカー構成び設定されていると、音源によっては、意図され 
た音び再生されない場含びあります。 


再生している音声方式を確認する 


ドルビーデジタル（印 J 吾駐 、 DTS (閣）、 PCM デジタ 
ル （2 チャンネルデジタルステレオ）音声は、自動的に検知 
され、表示部に表示されまず。 

DO し己 Y DIGITAL DTS PCM 

~ I 1 , 1 , ~ J - 

[DOLBY digital] [dTS] PCM 


































いろいろな音声効果を楽しむ 


シアターデイメンシヨナル 

Theater - Dimensional モードを割尺する 


シアターディメンシヨナルモードは、視聴者の左ちの耳に届く音声特性を操作する技術です。このため、シアターディメンシヨ 
ナル効果を最もよく体験できる場所（スウィートスポット）び存在します。 

最適なシアターディメンシヨナル効果を得るために、スウィートスポット、その他の要素の調整を行ってください。 


リスニングアングル ノーマル 

• Listenin 呂 An 旨 le …表示部には、 『 Lisn 呂 . An 旨1日』と表示されまず。（工場出荷時口ま、 『 Normal 』 が設定されています。） 


左スピーカーちスピーカー 

左巧巧1ち 



左とちのスピーカーが離れる 
ほど、視聴者との角度が広が 
りまず。 


視聴者と、バーチャルサラウンド信号を再生する左ちのスピーカーとの角度を U スニングアン 
グルと呼んでいます。しソ下の場合に U スニングアングルの調整び必要です。 

• サラウンド スピーカーびスピーカー 構成にない場合 

(20 ページで、サラウンドスピーカーのフイールドに『0』を設定したとを、または、 

2] ぺ-ジで 、 ["Speaker 2 ch 』 または ["Speaker 3 ch 』 を設定したとき。） 

U スニングアングルの対象は、 左ちフ□ントスピーカー です。(バーチャルサラウンド信 
号は左ちフ□ントスピーカーび再生します。） 

• サラウンドスピーカーは接続しているが、正しい位置に置けない場合 

この場合、左サラウンドスピーカーは左フロントスピーカーの上かが側に、もサラウンド 
スピーカーはちフ□ントスピーカーの上か外側に置いてください。 

U スニングアングルの対象は、 左ちサラウンドスピーカー です。(バーチャルサラウンド 
信号は左ちサラウンドスピーカーび再生します。） 

U スニングアングルには 、 Normal (30 。）、 Wide (40 。）、 Narrow (20。）の3つの設定 
び用意されています。 () 内は、その設定を逞んだとさの理想的な角度です。 

視聴位置で、最をサラウンド効果び得られる設定を選んで<ださい。 



参 Corner …表示部には、 『 Corner 』 と表示されます。（工場出荷時には、 『 Off 』 び設定されています。） 



力一 


力一 



シアターデイ メンシヨ ナルは壁からの反射音ではなく、 スピーカーからの直接音を操作します。 
したびって、部屋の角にスピーカーを配置したときのよラに、スピーカーと壁との距離び近すざる 
と、反射音び視聴窗こすぐに届いてしまい、パ’ーチャルサラウンド音声に干渉してしましほす。 
このようなときは、コーナーを 『 On 』 にしてみてください。状況により改善される場合びあ 


ります。 『 On 』 にすると、表示部に CORNER イ 
ンジケーターび点なしまず。 


お知6せ 


CORNER 


コーナーモードを 『 On 』 にしてちバーチャルサラウンド音青び改善されないとさは、スピーカー配置を 
変えるか、壁に吸音材を貼るなどの処置をしてください。 


• Balance …表示部には、 『 Balance 』 と表示されます。（工場出荷時には、『0』が設定されています。） 



視聴者は、左ちのスピーカーの中む線上にいなければなりません。しかし、状況によりどラし 
ても中む線上で鑑賞できないときは、バランス調整することができます。 

R + 己、 R +4、 R +3、 R +2、 R +1、 0、 L +1、 L +2、 L +3、 L +4、 L + 已の11種類の設定があります。 

『0』が、視聴者が左ちスピーカーの中む線上にいるときの設定でず。 

視聴者がフ□ントスピーカーに向かって、中む線より左にいる場合は 『 R +』 の数字を、ちに 
いる場合は 『 L +』 の数字を、また、中む線から離れるほど大きい数字を選びまず。 

視聴位置で、最ちサラウンド効果が的確に得られる設定を選んで<ださい。 


お知5せ 

♦ バランス調整による効果は、実際に中む線上にいるときの効果よりは冀ります。 

♦ 鑑賞位置が中む線か5遠すざると、調整範囲がとなり、バランス調整びうまく働かなし、場合びあります。 


ダイア□グモード ノーマル 

• Dialog Mode …表示部には、 『 Dialo 呂 Mode 』 と表示されまず。（工場出荷時には、 『 Normal 』 が設定されています。） 

せ D ふ 

映画や場面によって、センターチャンネルにある台詞や会話び、音楽や他の音声効果のために 

エンけンス 

聞き取りにくい場合は、ダイア□グモードを Enhance 』 に設定してください。 


お知5せ 

♦ この調整は、センターチャンネルにある台詞（含話）音声を強調します。ほとんどの映画の場含、台 
詞音青はセンターチャンネルに振り分け5れていますび、そうでない場合は効果びあ0ません。 

♦ 再生しているソフトによってはあまり効果のない場をびあ0ます。 
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■ シアターデイメンシヨナルモードをオンに 
する 


■ シアターデイメンシヨナルモードの設定内 
容を変更する 


この U スニングモードに対応する音源については、「入力音 
源と選択できる U スニングモー问 37 ぺージ）を参照し 
て < ださい。 




リモコンの T - D 、 または、本体の 

シアターデイメンシヨナル 

Theater-Dimensional を巧す 

表示部に、 『 Theater - Dimensional 』 
びスク□-ル表示され、本体の 
11*16な己卜01〇1611甘01*131インジケーター 
び点打します。 




[[お知5せ I 

♦ シアターディメンシヨナルモードは、下の場合は選べません。 
ーミュート機能びオンになっているとを（腹 '34 ページ） 

-ヘッドフオンを接続しているとさ（腹 '3 日ページ） 

- SPEAKERS B をオンにしているとき（席34ぺージ） 

ーヴンプ U ング周波数び 48 kHz よりを高い PCM 音声を再生 
しているとさ 

♦ シアターディメンシヨナルモードは、下の場合は解除され、 
Theater - Dimensi 日 nal インジケーターび消えます。 

一別の U スニングモードを選んだとさ（腹 '4 日ページ） 

ーシアターディ；ンシヨナルの選択び不可能な音声に切り換 
ねったとを（屈37ページ） 



シアターデイメンシヨナルモード 


をオンにする（が左欄) 



シアターデイメンシヨナルセットアップ 

リモコンの T - DSETU ち f または、 
本体の Theater-Dimensional 
SETUP を繰0返し}甲して、 
変更する項目を選ぶ 



Theater-Dimensional 

SETUP 


(下の順序で項目び切り換わります。 


U スニングアングル 

Lisng . Angle 

T 

通常表示 


コ-ナ - 

一 Corner 

i 

バランス 

Balance 

i 

ダイア□グモ-ド 

- Dialog Mode 



リモコンの UP A/DOWN T . 
または、本体の ▼ DOWN/UP ▲ 
を押して、手順2で選んだ項目の 
設定を選ぶ 

設定についての詳しし''説明は、前ペー 
ジを参照してください。 

次の項目の設定をするとさは、手順 2 
と 3 を繰り返します。 

シアター ディメン シヨ ナル モー ドの 設 
定内容の変更を終了するときは、手順 2 
にしたびって、通常表示に戻します。 
















































































いろいろな音声効果を楽しむ 


Dolby Pro Logic とオンキ3—の才 
リジナル DSP モードを巧う 


この U ス ニン グモードに対応する音源については、「入力音 
源と選択できる U スニングモー问 37 ぺージ）を参照し 
てください。 




リモサコ > OSURR か、本体の ドルビー 

S が!ち口 UND をま甲して 、 『Dolby 
Pro Logic 』 か、 DSP モ-ドを選ぶ 

ボタンを]回巧すと、現在の設定び表 
示されます。 

設定表示中に繰り返しボタンを巧す 
と、モードび切り換わります。 

□ SP インジケーター 




各モードは、巧の順序で表示部にあら 
われます。 


ドルビープ□□ジック 

Dolby Pro L 日 gic 放一 


オーケストラ 

Orchestra 


才ールチャネルステレオ 

All 加 Stereo 


アンプラッグド 

Unplugged 


テイービー□ジツク 

TV Logic 


スタジオ吉ックス 

卜 Studio-Mix 


& ♦ ドルビーサラウンド音声の再生に適して 
います。 

参表示部に 『Pro Logic 』 び表示され、 
DOLBY PRO L 日 G にインジケーターび 
点灯します。 


DOLBY PRO LOG にインジケーター 



♦ 政下の場合は 、 『Pro Logic ] の巧わり 
に『3 Stereo 』 び表示されます。 

ー オンキヨ ー 製の スピーカー 設定 

(區2 日ぺージ）で、センタ-スピ- 
力一に 『日』 (がの数値を、サラウン 
ドス ピーカーに 『日』 を設定したとき 
ー オンキヨ ー 製！;(がの スピーカー 設定 
(區 2 ] ぺ-ジ）で、に peaker 
3 CH 』 を設定したとさ 
♦ 攻下の場含は、表示されません。 

ー オンキヨ ー 製の スピーカー 設定 

(廣2 日ぺージ）で、センタ-スピ- 
力一とサラウンド スピーカーの 両方に 
『日』 を設定したとき 
ー オンキヨ ー 製！;(がの スピーカー 設定 
(區 2 ] ぺ-ジ）でに peaker 
2 CH 』 を設定したとさ 


お知 5 せ 1 

別の U スニングモードに tereo (■^下記）またはシアターデイ方ン 
シヨナルモード（廊38ぺージ ）] を選んだ後で、 U モコンの SURR 、 
または本体の SURR 日 UND を押すと、前回の設定にかかわりなく、 
[Pro Logic ] ( F 3 StereoJ ) の選択から始まります。 


0 DVD ビデオのドルビーデジタル音声に DSP モードを使ラには 1 

再生中の音声信号ち式を、ゾニュー画面を使って違ラ方式に変換す 
ることびでさます（应已日ページ）。 

例えば、ドルビーデジタルサラウンド音声を再生するときに、出力 
設定を PCM (481< Hz / l 加け）に変えてスピーカーか5出力する 
と、ドルビーデジタルサラウンド音声の代わりに、 DSP モードによ 
る音声効果を楽しむことが可能にな0ます。 


ステレオ音声にする 



STEREO 



U モコン 



STEREO を巧す 

U スニングモードび 『 Stereo 』 にな 
り、表示されます。また、 STEREO 
インジケーターび点打します。 

STEREO ィンジケーター 
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るスピーカーの音量バランスを一時的に調壁する 


再生している音声を聞さなびら、各スピーカーの音量バランスをお好みで調整することびでをます。 

ここで調整した音量バランスは、本機の電源を切るか、を電源をオフにずると、23ページで調整した値に戻ります。 

ここで調整した音量バランスを記憶させることをでをますび、その場合は、23ページで調整した音量ノ（ランスは消えてしまいまず。 




(各スピーカーか！ 5 の音量を確認 

する） 

音声再生中に 、 CH SEL を（繰り 

返し）巧す 

次の順序で スピーカーび 表示され、表 

示されたスピーカーのみから音声び出 

力されます。 

Left (左フ□ント） 

丄 

Center (センター） 

丄 

Right (ちフ□ント） 

丄 

Surr R (ちサラウンド） 

丄 

Surr L (左サラウンド） 

丄 

Subwfr (サブウーファー） 

丄 

音量バランス調整モードびオフになり 

ふ^ 〇 



おが 5 せ1 

設定した スピーカー 構成にない スピーカーは 
(実際は接続していてわ）、選ばれません。 



CH SEL 




音声再生中に CH SEL を（繰り返 
し）押して スピーカーを 還び、 
リモコンの UP A/DOWN Tv 
または、本体の ▼ DOWN/UP A 
を 巧して、音量を調整する 
音量レベルは一] 2dB 〜+12祀の間 
で調整でさます。 


■ 調整した内容を記憶させるには 

TEST TONE TEST T (5 nE を巧す 



TEST TONE 





























































いろいろな音声効果を楽しむ 


LA 卞护 rii ろ HT と FRd 巧平 EFFECT ■ 重ほ真く賣責ち劈謂！■る 
機能を巧う _ 《Acoustic Control) 


参 LATE NIGHT はド ルビーデジタル サラウンド音声に対し 
てはた6をます。 

夜に映画などを音量をしぼって鑑賞するときに、この機 
能を 『 Low 』 または 『 High 』 にします。ダイナミックレ 
ンジを狭くして、聞さやすくします。 

参 FRONT EFFECT は All Ch StereoU かの DSP 音声効ま 
にがしてはた6きまず。 

ずでに反響音び記録された音声に DSP 音声効果をかける 
と、反響効果び重なって音び不明瞭になるとさびありま 
す。そんなとさにこの機能を 『 Off 』 にすると、 DSP は 
左ちフ□ントとセンタースピーカーに対する反響音効果 



• DOLBY D に ITAL サラウンド音声 
再生中は、 『 L - N に HT 』 の 
『 Low 』 、『川邑 h 』 、 『 Off 』 か 
ら選択でさます。 

I DOLBY digital] 



ディーエスピー 

• DSP 音声効果使用中は、 

『FRONT EFFECT 』 の『〇刊か 
『 On 』 を選択できます。 



画 



h 


: …- 1 

i i f f 


お巧 5 せ 1 

LATE N に HT 機自目は、再生しているドルビーデジタルのソフトによつ 
て効果びラすかったり、なかったりする場合びありまず。 


ル音量でを、重低音や高音を強調した迫力のあるサウンドを 
楽しむことびでさます。音声ち式に関係なく設定でをまず。 



U モコン 



アコースティックコント□-ル 

リモコンの A . CTR しまたは、 

アコースティックコント□-ル 

本体の ACOUSTIC CONTROL を 


巧す 

ボタンを巧す度に、じ(下のよラにモー 
ドび変わります。 


广 『 A . Ctrl ]』 （アコースティック 
コント□-ル 1) び表示され、 
ACOUSTIC CONTROL インジケ 
ーターびオレンジに点打します。 


重低音び強調されます。 

i 

[ A . Ctrl 2 J (アコーステ イツ 
クコント□-ル 2) び表示され、 
ACOUSTIC CONTROL インジ 
ケーターび緑に点灯します。 


重低音びさ日に強調され、高音ち 
強調されます。 

i 

- [ A . Ctrl Off ] (アコーステ ィツ 
クコント□ールオフ）び表示さ 
れ、 ACOUST に CONTROL イン 
ジケーターび消えます。 



敬 
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いろいろな再生機能を使う 


繰り返し再生をする <リピート再生> 


選んだタイトルやチャプター、トラックを繰り返し再生したり、 

ある部分を選び、そこだけ繰り返し再生したりずることびできまず。 



リモコン操作をずる前に 

MODE DVD 

(または MODE AUDIO ) を 


巧します。 




DV り卢 C の CDJ 


選んだタイトル、チャプター、トラック 
を u ピート再生する 


/DV り VC の Cp^ 


選んだ部分だけを繰り返して再生する 
< A - BiJ ピート再生> 


1 リピート再生したいタイトル、 

チヤプター、トラックを選ぶ 
(防27〜29ぺージ） 


一 U ピート 

2 REPEAT を押す 


リモコンのみ 本体表示部に、 REPEAT インジケー 

REPEAT ターび点灯します。 

画面表示と U ピートモードは、巧す度 
に、じ(下のよラに変わります。 


□ □□□□□□□□ «-選んだチヤプター 

を繰り返します。 


DDDDDDDD^ -選んたタイト J レを 

繰り返します。 


DDDDDD^ -通甫巧生[しお D ま 

す。 



3 ^砂 

□ -選んたトフツク么 

> 繰り返します。 

_ i _ _ 

DDaODDD ^ -了ィ乂ブを繰り返 

し再生します。 

_ i _ _ 

DDODDD^ -通常再生に戻りま 

す。 


■ 通常再生に戻すには 


CI _ EAR を押す 


お知5せ 

ディスクによっては1」ピート再生はでをません。 


CLEAR 



A 点と B 点を選び、 A 点から B 点までを繰り返し再生します。 


ェービー 



繰り返しを始めるところで、 A-B 
を押す 

A 点び設定されます。 

画面には、 『 A -』_ び点滅表示し、 

本体表示部に A-B REPEAT インジケ 


ーターび点灯します。 


2 



繰り返しの終わりで、 A - B を押す 

B 点び設定されます。 

自動的に A 点に戻り、 A - BU ピート再 
生び始まります。 


画面には、 『 A - B 』 び点灯し、本体表 
示部には引き続き A-B REPEAT イン 
ジケーター表示び点灯します。 


A-B 


■ 通常再生に戻ずには 


CI _ EAR を巧す 


お知5は 

♦ ディスクによっては A - 目 U ピート再生はできません。 

♦ A - 目 U ピート再生は、選んだタイトル内、トラック内ではた5き 
ます。 

♦ マルチアングルで記録されている部分は、 A - BU ピート再生はで 
さません。 

♦ディスクによって、 A - 目 U ピート再生したときの始点 （ A 点）の 
位置び変わることびあります。 


CLEAR 

















リモコンのみ 
MEMORY 


ディスタ蚕本機にセットし、停止 
中に MEMORY を巧ず _ 

左の表おび画面 
にあらわれ、 
本体表示部に、 
MEM 日 RY イン 
ジケーターが点 
滅します。 


1 — 8-15- 

22- 

2- 9-16- 

23- 

3-10- ^7M --- 24- 

4-11-18- 

25 二一 

5-12-19- 

26- 

6-13-20- 

27- 

7-14-21- 

28- 


T タイトル番号 
C チヤプター番号 


T トラック番号 

C ま号び入力されてち無視されます。 


2 

SWMODE TEST TONE _ 

し1 J 〔2つ]广3 ) 

LATE NIGHT DISTANCE 

UJ 03- CU 

SPA CHSEL i 

のの-の 

SPB T-D SETUP 

い 1 の CD」 



SWMODE TEST TONE _ 

し 1 JCOiCD 

LATE NIGHT DISTANCE 

QD 03 - CD 

SPA CHSEL i 

の CD -CD 

SPB T-D SETUP 

し +1 QJ C 0 J 」 



1 数字ボタンを押して、タイトル 
番号を入力する 

2 ►を巧して 『 C 』 列の『-』を反 
転し、数字ボタンでチャプター 
番胃夕入力する 

3 ENTER を}甲して、確定する 

• 同じタイトルの別のチャプターを入 
力するとさは、数字ボタンでチャプ 
ター番号を入力してください。 

♦違うタイトルを選ぶときは、◄を巧 
して 『T』 列の『-』を反転させてか 
5、上記手順を繰り返します。 

例：順に、 L ソ下のような還択をずると走 
タイトル吕のチャプター吕已 
タイトル吕のチャプタ ー12 
タイトル1のずベてのチャプター 
タイ トル4のチャプター2 

タイトル番号チャプターを号 


畑-1 
畑-2 

畑-3イ " TEH ,- •■口〕- 

メモト4 JenterV 


► 广 2 J 一 を 5~^ 一 Renter J| 

〔了) -► 〔てっ -► 皆 TE う 

- n ENTER 1| 


. 〔 2〕 -► ^ TEF^ll 


LATE NIGHT DISTANCE 


s 逆題の ^ 歡 

数字ボタンを巧してトラック番号 
を入力し、 ENTER を J 甲して5崔定 
する 

この繰り返しでなのトラックを選びま 
す。 



3 


MEMORY 画面が表示されている 
間に►を押す 

メモリー再生び始まり、本体表示部の 
MEMORY インジケーターび点灯に変 
わります。 


■ メモリー再生の内容を変更する/消去する 

a MEMORY 画面び表示されている間に、 ▲/ ▼を巧して変 
更/消去ずるプログラムを選ぶ 
b 変更ずるとを は、手順2にしたがって別のプ□グラムを入力ずる 
消ちずるとき は、 CLEAR を巧す 

■ 通常再生に戻すには 


CLEAR を巧ず 

■ 再生中にメモリー再生を始めるには 

a MEMORY を巧ず 

コマンドを受け付ける画面び表示されます。 

b DIPLAY を巧して MEMORY ®® を表示し、手順 2 と 3 を巧う 

お知5せ 

♦ま号を10ずつ増やすとさは、 （3 面ち使用で去ます。 

• ディスクによってはメモ U —再生はできません。 

• メモ U - 再生中に REPEAT を巧すと、メモ U - 再生を繰り返し 


トラック番号ち入力でを 


再生することびでをます。 

ディスクにないタイトル、チヤプター、 

ますび、再生時には無視されます。 

MEMORY 画面表お中に、 MEMORY または RETURN を巧ず 
と、 MEM 日 RY 画面は消えます。 

電源を切ると、メモ U —再生の内容は消まされます。 


お好みの順序で再生する 
<メモ IJ — 再生> 


タイトル、チヤプター、トラックを巧みの順巧で再生ずることびで 
きます。最大28通りまで設定ずることびでをます。 



目目 

圓庭 。 |r 

ill ' 

詞 


m 




'DV わ VCCp CD ^ 



タイトル、チヤプター、トラックの再生順巧をメモリーに記憶させて再生する 


のの W 巧 


5678901 
111112 2 


.234 


】5 2 一 2圓 
T 2 214 
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順不同で再生する 
<ランダム再生> 


チヤプターや、タイトル、トラック、また、特定のタイトル内の 
チヤプターをランダムに再生ずることびできます。 



(DV り VCCD CD^ 


チヤプター/タイト J レ/トラックをラン 
ダム再生する 


ディスク停止中に、 RANDOM を 
2回巧す 

次に RANDOM を巧す嵐こ、ランダム再 
生モードなが下のように変わります。 
チャプターランダム-*■タイトルランダム 

ランダム切り 

DDDDDaOD 

^嫂 

ディスク停止中に、 RANDOM を 
1回巧す 

再度 RANDOM を巧すと、ランダム再 
生び解除されます。 

DDDDDDDD 

DD0D ： n 

再生中に RANDOM を巧すと、現在再生中 
のチャプター/タイトル/トラックび終 
了してからランダム再生び始まります。 


2 巧少似内に、►を押す 

ランダム再生び始まります。 



■ 通常再生に戻ずには 


CI_EAR を巧す 


お知5せ 

♦ ディスクによってランダム再生はできません。 

♦ 方モ U —再生との併用はでさません。 

♦ ランダム再生中にを押すと、別のチャプター/タイトル/卜 
ラックに移り、ランダム再生び続さます。 


CLEAR 




戸立 


特定のタイトル巧のチャプターを 
ランダム再生する 


リモコンのみ 


サーチ 


SEARCH を巧したあと、数字ボ 
(^A なジ タンを押してランダム再生したい 

タイトル番号を入力する 


例：タイトル2のチャプターをランダム再生ず 
る場合 


SW MODE TEST TONE _ 

のの 1 の 


LATE NIGHT DISTANCE 

LU を 5 9 - 

SP A CHSEL 

のの ¬ 


の 

cb 


口 EARC。 - 2 ) 


□ □□□ み ： B 
□□□日日々 1 



ディスク停止中に、 RANDOM を 
巧ず 

□□□□□□□ a □み 


□ □□a ♦: B 

□ □□□□か 1 


再生中に RANDOM を巧すと、現在再 
生中のチヤプターび終了してか日ラン 
ダム再生び始まります。 


3 巧少似内に、►を押す 

ランダム再生び始まります。 


■ 通常再生に戻すには 


CI_EAR を巧す 


お知5せ 

♦番号を1日ずつ増やすとさは、 （3 りち使巧でさます。 

♦ ディスクによってランダム再生はでさません。 

♦ ;<モリー再生との併用はできません。 

♦ランダム再生中にを押すと、別のチャプターに移り、ランダ 
ム再生び続をます。 


CLEAR 






















ズーム機能を巧 5 

画像を}広大ずることびでをまず。 



リモコン操作をずる前に 

MODE DVD 

(または MODE AUDIO ) を 


押します。 






画像を拡大する/拡大した画像の中むをを動する 


リモコンのみ 
ZOOM 



再生中に、 ZOOM を巧ず 

ス□ーモーシヨン再生や一時停止のと 
きにち操作できます。 

巧す度に、じ(下のよラに拡大レベルが 
変わります。 

□ □□1 


□ □□2 


□ □□3 



拡大レベルを下げるには 

U 夕ーン 

RETURN を押ず 



拡大した画像の中む点を移動するには 
▲/▼/◄/ ►を f 甲ず 

画像の中むをそれ];(上動かせなくなったとさ 
は、『ズーム』の色び変わ0ます。 


CLEAR 



中む点を移動した後、元（画像の中む）に戻 
すには 

CLEAR を押す 


お知 5 せ 

♦ ディスクによってはズーム機能ははた5きません。 

♦ 場面によって上記の説明通りにボタン操作びできない場合ちあり 
ます。 

♦ ズーム機能はディスクに含まれたサブタイトルや、ニュー画面 
に対してははた5をません。 

♦拡大の倍率は、 『 TV 画面形状』日7ページ）の設定によって 
違ってさます。 


■ 通常の大きさの画像に戻すには 


ZOOM 



『ズーム』び画面か！5消えるま 
で、 ZOOM を繰り返し押す 
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カメラアングルを切り換える 


複数のカメラアングルび記録された場面では、お巧みの 
カメラアングルを還ぶことびでをまず。 



U モコン操作をずる前に 

MODE DVD 

(または MODE AUDIO ) を 
巧します。 




Id 


RANDOM SLOW 

o © 

S"BTTTU-On , 肝 ANGLE ZOOM 

Q Q Q O 


MEMORY CLEAR AUDIO D 田 PLAY 

-e-o o o 

CD 
CD 


SW UODC TEST TONE 

の CDi 

•rr DISTANCE 

(匈 


逊 Q 




複数のカメラアングルび記録をれた場面か6、アングルを選ぶ 


複数のカメラアンク j レび記録され 


U モコンのみ 
ANGLE 



ている場面で、 ANGLE を巧す 

複数のカメラアングルび記録されてい 
る場面では、『掛』びテレビ画面に 
表示されます。 


□ □□□ J 

1 留- 




別のアングル 
-びあることを 
示ずアイコン 


-現在のアン 
グル番号 



アングル番号び表示されている間 
に、 ANGI _ E または▲を巧す 

巧すたびに、じ(下のよラにアングルび 
切り換わります。 


DDD □: n 

i 

□□□□: 日 

i 

□□□□: 且 


▼を巧すと、逆回りにアングルび切り 
換わります。 


数字ボタンで、直接アングル番号を選 
ぶことちでさます。 


■ アングルき号表示を消すには 


CLEAR 



CI _ EAR を巧す 


■ テレビ画面にアングルアイコンを表示させ 
な<するには 


『画面表示』を『無し』に設をします。^已9ページ） 
この場合、本体の表示部のアングルインジケーターで確認し 
まず。複数のカメラアングルび記録されているか場面では、 
本体表示部の『留』び点滅しまず。 



お知5は 

• 一時停止中ちアングルま号を選ぶことびでさますび、このとさ 
は、再生を再開してか6選んだアングルに切り換わります。 

• アングルを還んだ後すぐに一時停止すると、再生を再開したとさ 
に選んだアングルにな5ないとさびあります。 











字幕を表示させる/ 
字幕言語を選ぶ 


ディスクに字幕び記録されていれば、再生画面に字幕を表示させ 
ることびでをまず。また、複数の字幕言語が記録されていた S 、 
字幕の言語を還ぶことちできまず。 






字幕を表示させる 



吾を切り換える 


サブタイトル オン/オフ 

再生中に SUBTITLE ON / OFF を 


U モコンのみ 
SUBTITLE-ON/OFF 



巧す 

ボタンを押すたびに、字幕機能が『入 
り』、または『切り』になり、字幕設 
定が3秒間表示されます。 


□ □ 1 JPN □□令 


□ □□□□! -; 

i t 


字幕機能が 
はた5いて 
いまず。 


字幕 


□ □ み ：1 JPN □□令 


字幕機能が 
オフになつ 
ていまず。 


お知 5 せ 

♦ ディスクによっては自動的に字幕び表示されるよラに設定されて 
います。このときは、字幕機能を『切り』にしても、字幕を消す 
ことはできません。 

♦場面によっては字幕を『入0』にしても、すぐに字幕びあ5われ 
ないことをあ0ます。 

♦ディスクによっては、ディスクに用意されたメニューでしか、字 
幕の入り、切りを操作でさない場合びあります。 


I 再生中に SUBTITI _ E を押す 

リモコンのみ 現在の字幕設定び3秒間表示されます。 


SUBTITLE-ON/OFF 



□ □: 1 JPN □□令 

I 

ミミ五 

ロロ □ 


字幕機能が 
はた5いて 
います。 


言語名はコードで表示されます。言語 
コード表で確認してください。 

0^62ぺージ） 


2 ぞ幕設定画面び表示されている間 


SUBTITLE - ON / OFF 



に、 SUBTITLE または▲を巧す 

ボタンを巧すたびに、じ(下の例のよラ 
に表示び変わります。 


□ □ み： 

1 JPN □□み 


□ □ み： 

: 2 ENG □□み 



i 


□ □ み： 

: 3 FRE □□み 



i 

1_ 



▼を巧すと、逆回りに表示び切り換わ 
ります。 


■ 字幕設定画面を消すには 


クリア 

CI _ EAR を巧ず 


お知 5 せ 

♦電源を切ったり、ディスクを入れ誓えた0すると、字幕設定は、 
機能設定六ニュー（陸'日日ページ）の設定に戻0ます。 

♦ ディスクになし偉幕言語を選ぶと、選ぶ前の字幕言語に戻ります。 
♦ 場面によっては上記手順 2 のあと、すぐには字幕言語び切り換わ 
5ない場合もあります。 


CLEAR 
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お巧みの音声言語や、 
音声方式を選ぶ 


ディスクに複数の音声言語や音声ち式が用意されていた S 、 そのラちの 
1つを還ぶことびできまず。 


(□□□□□□□□□ 0 

〔Good morning!) 

一 ‘ 

、 Bon jour! j 

M 


M 


M 



芦り 


方式を選ぶ 


『機能設をメニュー』の設定批已4、已日ぺージ）で自動的 
に選択された音声言語をしソ下の手順で一時的に変えることび 
でをます。また、ディスクび複数の音声ち式で記録されてい 
る場合は、音声言語とのセットで音声ち式を選べまず。 


オーディオ 

再生中に、 AUDIO を巧す 

リモ11ンのみ 現在の設定び約3秒間表示されます。 


AUDIO 



^音青言語 




r 胃胃^チャンネル数 

1 nn _i JF ^ 

N PCM 2 CH 1 


innnnnn : nnnnnnnn 1 


この項目に関しては、巧ページを 
参照してください。 


言語名はコードで表示されます。言語 
コード表で確認してください。 

(防 己2ぺージ） 



音声言語.ち式設定画面が表示さ 
れている間に、 AUDIO または ▲ 
を巧す 

ボタンを巧すたびに、じ(下の例のよラ 
に表示び変わります。 



□ □み 

1 JPN PCM 2 CH 

i 


□ □み 

2 JPN □□ 5.1 CH 



i 


□ □み 

3 ENG PCM 2 CH 



i 

1_ 



▼を巧すと、逆回りに表示び切り換わ 
ります。 

お知5せ 

Dolby Digital 已 .1 チャンネル音声は、 
ran 白 chj と表おされる場合びあります。 


■ 音芦言語-方式設定画面を消すには 


CLEAR 



クリア 

CI _ EAR を巧ず 


■ 音声方式に ついて 


本機は 、 Dolby Digital (□□ 己. ICH ) 方式、 DTS 方式、 
PCM 方式を再生できます。それ！;1外のち式で記録された 
ディスクは再生でさません。 


お知5せ 

♦ディスクによっては、ディスクに用意されたメニューでしか、音声 
言語や音声方式を選べない場含びあります。このときは、 MENU を 
押してディスクの^ニューを表示させて選んでくださし、。 

♦ ディスクによっては音声言語-方式び1セツトしか用意されていな 
し、ちのもあります。このときは、音声言語•方式を選べません。 
♦電源を切ったり、ディスクを入れ誓えたりすると、音声言語の設 
定は『機能設定方ニュー』已日ページ）の設定に戻ります。 


2!SB^ 


ビデオ CD の音声チヤンネルを選ぶ 


ビデオ CD には左ちの音声チヤンネルが含まれている場合が 
あり、それぞれのチヤンネルに音声や言語が割り当てられて 
いる場合、チヤンネルを切り換えることがでをます。 


リモコンのみ 
AUDIO 



オーディオ 

再生中に、 AUDIO を繰り返し巧 
して、音声チヤンネルを選ぶ 



この表示が画面にでると、ち 
ちのチヤンネルが同時に聞こ 
えまず。 

この表示が画面にでると、左 
チヤンネルのみが聞こえまず。 

この表示が画面にでると、ち 
チヤンネルのみが聞こえまず。 












音声出力設定を変える 


本機で再生された音声は、『音声出力設定』び『ビットスト U —ム』に 
設定されているとき （■* ■巳8ページ）に、最適な音声ち式でスピーカー 
やさ出力端子に出力されます。しかし、目的やお好みで『音声出力設 
定』を変更することをできます。 

例として、下のような場合びあります。 

• 高周波数 （ kHz ) /高ビット化 it ) で記録された音声をそのままの 
音質で聞くとを（下記） 

参 DVD ビデオの DOLBY D に JA け t ラウンド音声を再生し、その音 
声を本機の□に JAL OUTPUT ( OPT ) 端子に接続した MD レコ 
ーダーなどで録音ずるとさ次ページ） 



音声出力設定は、ディスクを本機にセットしたとをに『機能設定メニュー』の『音声出力設定』にしたがって自動的に還択され 
ます （ p ^54、 58ぺージ）び、ここでは音声出力設定を一時のに変更ずるち法を説明しまず。 


DV を VCCD 'じの 


音声出力設定を一時的に巧える 


リモコンのみ 


AUDIO 



再生中に、 AUDIO を巧ず 

現在の設定が約3秒間表示されます。 

これらの項目に関しては、前ページ 
を参照してください。 

In n : ム 1 JPN~PCM ~ 2 ^\ 

□ □咖 □ : 

現在の音靑出力設定が表示されまず。 



音声言語-方式設定画面が表示さ 
れている間に、 ◄/► を巧す 


□ 日 : A 1 JPN PCM 2CH 
□ □ が ! □□ :96 の□□□み 


ボタンを巧すたびに、じ(下のよラに音 
声出力設定び変わります。 

ビットスト U - ム w 96 k サウンド wPCM 


各音声出力設定項目の詳しい説明は、 
已8ページを参照してください。 


■ 音芦言語.方式設定画面を消すには 


CLEAR を巧す 


お知5せ 

参ディスクを本機にセットしたとさの音声出力設定は、『機能設定 
メニュー』の『音声出力設定』（■■^己8ぺージ）にしにびって自 
動的に還おされます。ここで音声出力設定を変更してち、『機能 
設定メニュー』の設定は変更されません。 

参電源を切った0、ディスクを入れ替えた0すると、音亩出力設定 
は、『機能設定メニュー』（@已8ページ）の設定に戻 D まず。 


CLEAR 





高周波数 ( kHz ) /高ビット （ bit ) 
音声をそのままの音質で聞< 


高周波数 （ kHz ) /高ビット抽 t ) の音声信号は、『音声出力 
設定』び『ビットストリーム』に設定されているとさは 
48 kHz / 1己 bit 信号に変換されてスピーカーから出力されます。 

高周波数 （ kHz ) /高ビット化け）の音声信号 

• 48 kHz /24 bit ♦ 96 kHz /20 bit 

• 96 kHz /16 bit ♦ 96 kHz /24 bit 

これらの高周波数 ( kHz ) /高ビット （ bit ) の音声をそのまま 
の音質で聞さたいとさは、し U 下のよラにします。 


1 

左欄の手順で、『音声出力設定』 

を 『9 巨 k サウンド』にする 

次ページの表の a を参照して<ださい。 
48kHz/24bit や、 96kHz/16bit、 

9己 kHz/20bit、 9己 kHz/24bit で言己録 
されている DVD ビデオ信号は、 
そのままの kHz/bit でスピーカー端モ 
に出力され、再生されます。 

2 

サブウーファーが接続されていると 
きは、『サブウーファーの設定をす 
る』 （が 21 ぺージ）にしたびつ 
て、設定を 『 SWDff 』 にする 

3 

ステレオ音声にずる（が 40 ぺージ） 

これで才 U ジナル音声を再生すること 
びでさます。 


お知5せ 

スマートコンフィグ設定（防20ページ）をしている場合、上記手順 
でサブウーファーのモードを変更すると、周波数特性などの情報び 
消えてしまいまず。情報を元に戻すとさは、スマートコンフィグ設 
定を再度行ってください。 








DOLBY DIGITAL サラウンド音青を録 
音可能な周波数 (kHz) とビット (bit) 
に変えてデジタル端子か6出力する 


『音声出力設定を一時的に変える』（心前ページ）の手順 
で、『音声出力設定』を rpcM 』 にずる 

下の表の C を参照しくてください。 DOLBY D に ITAL ヴラウ 
ンド音声は、録音可能な 48 kHz / 1 日 bit 信号に変換されます。 


■ 音芦出力設定による、音芦方式の変換表 


表中の記号について 

参記号 a と C は前ページと本ページで説明されています。 

♦記号 b 、 C 、 d 、 e 、 f は『接続した外部機器で録音/録画する』（防日4、已巳ページ）で説日月されています。 


r 音声出力設定」と、スピーカー端モ出力信号の相関表 



I 音声 出力 設定* 2 I 

ディスク 

ディスクの音靑信号*1 

ビットストリーム I 目巨 k サウンド 

ビーシーエム 

PCM 

DVD 

ビデオ 

ドルビー X シクル 

DOLBY DIGITAL 

DOLBY DIGITAL 

48 kHz/16bit 

u ニア 

し insar 

ビーシーエム 

PCM 

48 kHz/16bit 


音源と同じ kHz/bit 1 

48 kHz/20 bit 

48 kHz/16bit 

48 kHz/16bit 

48 kHz/16bit 

48 kHz/24 bit 

96 kHz/16bit 
96 kHz/20 bit 
96 kHz/24 bit 

a 

音源と同じ 

kHz/bit 

ディ 硫 ェス 

I 了 ？) 千ず ス I 

f 無音声 

ビデオ CD 

エムべヴ1 

MPEG] 

44.1 kHz/16bit 

音楽用 CD 

Linear PCM 44.1 kHz/ 16 bit 

音源と同じ kHz/bit 

もげ f ざ X 

デ衍ぎス 


*1 ディスクによっては複数の音声方式で記録されてし、 
る場合びあ D ます（防4日ページ）。 

'が音亩出力設定は前ページの方まで一時的に変えるこ 
とびできます。また、『機能設定メニュー』の中 
の、 r 音声出力設定』知已4、巳8ぺージ）で恒常 
的に変えることちでさます。 


r 音声出力設定」と、デジタル端モ出力信号、アナ□グ信号変換の相関表 



DIGITAL OUTPUT ( OPT ) 
(デジタル）端子か 5 のデジタル信号 

アナログ信号に変換されるときの 
周波数 （ kHz ) /ビット （ bit ) 

音声出力設定‘ X 2 

音声出力設定‘ X 2 

ディスク 

ディスクの音靑信号*1 

ビットストリーム I 曰 6 k サウンド 

ビーシーエム 

PCM 

ビットストリーム 

目 6 k サウンド 

お : M 

DVD 

ビデオ 

トル ヒー ゴシク ル 

DOLBY DIGITAL 

b ビットスト U —ム 

C 48 kHz/16 bit 

48 kHz/20 bit 

48 kHz/20 bit 

48 kHz/20 bit 

ij ニア 

Linsar 

ビーシーエム 

PCM 

48 kHz/16bit 

音源と同じ kHz/bit 

48 kHz/16 bit 

48 kHz/16 bit 

48 kHz/16 bit 

48 kHz/20 bit 

48 kHz/1 目 bit 

48 kHz/16 bit 

48 kHz/16 bit 

48 kHz/20 bit 

48 kHz/20 bit 
48 kHz/24 bit 

48 kHz/20 bit 

48 kHz/24 bit 

d 

無信号 

96 kHz/16bit 
96 kHz/20bit 
96 kHz/24 bit 

48 kHz/16 bit 

96 kHz/16 bit 

48 kHz/16 bit 

48 kHz/20 bit 

96 kHz/20 bit 
96 kHz/24 bit 

48 kHz/20 bit 


ビツトスト U —ム 

f 無信号 

e 無信号 

ビデオ CD 

エムべヴ1 

MPEG] 

44.1 kHz/16 bit 

44.1 kHz/16 bit 

音楽用 CD 

Linear PCM 44.1 kHz/16 bit 

音源と同じ kHz/bit 

44.1 kHz/16 bit 

了ィげ f ぎ" 

ビツトスト U —ム 

e 無信号 



画面表巧と本が表巧部の情報を確認する 


ディスク情報や、操作内容、使用状況をテレビ画面や、本体の表示部で確認ずることびでをます。 
お巧5せ1 

□ V □ビデオによって、チャプター番号や経過時間び表おされない場合びあります。 


DV ^ / VC のでの 


総タイトル • トラック数、巧り/経適時巧、掘的)タイトル/チヤプター/トラック等を確認する 


ディスクを本機にセツトしたとき 

なのよラな情報が曰秒間本体表示部に表示されます。 


DVD ビデオ 



《 DVD ビデオによって 
は自動的に再生び始ま 
るちのびあります。 
そのとさは、左記の情 
報は表示されません。 


ビデオ CD / 音楽用 CD 





総タイトル数 総再生持間数 


ストップ ディスプレイ 

ディスク停止中（再生後 STOP を1度巧して停止しているげ態）に、 DISPLAY を巧す 



本体 

DISPLAY 


DISPLA 丫を巧すたびに、テレビ画面の表示 
情報が1；(下の例のよラに切り換わります。 

DVD ビデオ 

例： 

現在のタイトル番号現なのチャプター番号 




□ □□□ み 2—I 
□□□□□々1— 


□い 


•走行げ態 




情報表示び消える 


ビデオ CD / 音楽用 CD 
例： 




□ □□□や1」 


□ □□□が:4目:30 

L 


-現在のトラック番号 
走行状態 




•ディスクの総再生 
時間数 


•情報表示び消える 


DISPLA 丫を巧すたびに、表お部の情報が 
じ(下の例のよラに切り換わります。 

DVD ビデオ 
例： 

現在のタイトル番号現在のチャプター番号 






REMAIN 


同上 


現在のタイトルの 
残り時間 




DVD 


TITLE CHP 


a : 姑 7:でて 


現在のタイトルの 
経過時間 


ビデオ CD / 音楽用 CD 
例：（音楽用 CD が入っているとを） 






現在のトラック蚕号 




ディスクの 
総再生時間数 




同上 


ディスクの 
経過時間 
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DISPLAY 


リモコン操作をずる前に 

MODE DVD 
(または MODE AUDIO) 

を巧します。 



D 1 SPLAY - 



© 

suemE-ONroFF angle zoou 

0000 

MEUORV CLEAR AUDK) OISPLAY 

Q Q Q Q 

5W MODE TESTTONE _ 

CD CDi CD 

LATE NIGHT DISTANCE 

の四 CD 

SPA CH SEL 1 

ののの 

SVB T-DSEIW' .WW> ― 

い 10] [ 0 gw 巧 




再生中に、 ofePLAY を巧ず 

DISPLA 丫を巧すたびに、テレビ画面の表示情報び 
じ(下の例のよラに切り換わります。 

DVD ビデオ 

例： 


再生中の 
タイトル番号 

^再生中のチャプター番号 
再生モード 走行表示 




□ : 3 

□□□日 □: 2 


-1— 

□ □み 

□ □□□み□□□み 广 

0:10:15 0:50:45 --T 
0:03:08 0:10:24-'-' 


- □□□□□□□□□々 


□ □:1 ENG □□ 2Cff- 

□ □ ;12 ENG Off - 

□ :1 - 


再生中のタイトルの経過時間 
と残り時間 

再生中のチヤプターの経過時 
間と残り時間 


現在の音声言語* -音靑ち式 
現在の字幕設定& 

現在のアングル設定 


言語はコードで表示されます。言語コード表で確認し 
てください。（腹目2ページ） 


nnnnnngrTTTTTTTTTTTl 


36.0 Mbps 


イガビット"-セカンド 

ビットレート （ Mbit / s ) 


] 秒間に送日れる DVD ビデオディスクの画像、音声、字幕 
の情報量です。数字び大さいほど処理される情報量は増え 
ますび、必ずしも画質びよくなるとは限りません。 


情報表示が消える 


ビデオ CD / 音楽用 CD 
例： 

再生中のトラック番号 


再生モード 




走行表示 


□ □み 

□ □□□み□□□み 

□ : 3 0:01:20 0:02:00- 

□ □□D み 0:05:12 日 :43:00’ 
- nnnnnnnn み 


r 再生中のトラックの経遇時間 
と残り時間 

-再生中のディスクの経過時間 
と残り時間 


情報表示が消える 


DISPLAY を巧すたびに、表示部の情報が 
じ(下の例のよラに切り換わります。 

DVD ビデオ 
例： 

再生中の 再生中の 

タイトル番号チャプター番号 






I 再生中のタイトルの 

同上 f 残り時間 




► 


TrTLE CHP 


/■•■/: ミミミ■"■ミ 


同上 


再生中のタイトルの 
経過時間 






ビデオ CD / 音楽用 CD 
例：（音楽用 CD が入っているとさ） 








再生中の I 

トラック番号 ▼ 


再生中のトラックの 
残り時間 


: •: ::: 


同上 再生中のトラックの 

経過時間 








































































































































機能設定メニューを確認/変更する 


ディスクを本機にセットしたときに、いろいろな再生機能びこの機能設定 
メニューによってセット（リセット）されまず。機能設定メニューの内容 
は、お好みで変更ずることびできまず。 


2-6 

1,7 

RETURN - 


ろ , 


叫 

咕 )） 

画 

可 

LANGUAGE 

_ 

ICTURE 

AUDIO 

DISPLAY 



リモコン操作をずる前に 

MODE DVD 
(または MODE AUDIO) 

を巧しまず。 ^ 

画練 


亡 が 


RANDOM SLOW 

o © 

SUBTTRE-ONJGFF ANGLE ZOOM 

0000 

UEMORY CLEAR AUDIO DISPLAY 

0000 

SWUODE TEST TONE _ 

の四の 


設定を更のしかた 


ランゲージ ピクチャー オーディオ ディスプレイ 

機能設定メニューは 、 LANGUAGE (言語関係 ）、 PICTURE (画像関係 ）、 AUDIO (音声関係 ）、 DISPLAY (画面表示 F ぅ 

オペレーシヨン 

係 ）、 OPERATION (操作関係）の已つのカテゴ U — に分かれています。各カテゴ U —の下に、詳細機能の項目びあります。 


オーディオ 

AUDIO (音声関係） 


ディスプレイ 

DISPLAY (画面表示関 


I ディスク停止中に、 SETUP を巧す 

U モコンのみ メニューびテレビ麵に表示されます。 


(# 



2^ 










- !► 




各カテゴリー 
のシンボル 


◄/► を巧してカテゴリーを選ぶ 

IWM 削 usnEIl ES3SI 

(言語関係）（画像関巧）（音声関係） 

願团 


(画面表示関係）（操作関係） 


▲なさホ甲して項目を選び、 

ENTER を巧して確定ずる 

例手順 2 で 『P に TURE』 （画像関係）を選 
び、項目で 『TV 画面形状』を選んだとさ 

I picture! 

n&iii 泌.邏 復日^ 

画ち OBI [7:3 ノ-マル 

[ l 6:9 ヮィド 

▲なさ巧して設定を選び、 

ENTER を巧して確定ずる 

例 『TV 画面形状』の設定で、『1目:9ワイド』 
を選んだとさ 

IHCTURE し _ 

imnii な巧。 i 6- n | ド3レト扔クス I 
画資 IHHB 4:3 ノ-マル 


選んだ項目や設定によっては、さ 
5に設定手順び続く場合がありま 
す。已6ページ L ソ降の各項目の説明 
にしたがってください。_ 

• 同じカテゴリーの他の項目設定 
をするときは、手順3〜5を繰り 
返す 

参他のカテゴリーの項目設定をす 
_るときは、手順2〜5を繰り返す_ 

メニュー表示を消すときは、 
SETUP を巧す 


■ 1つ前の画面に戻るには 
ぶ RETURN を巧す 



お知5せ 

♦再生中でち SETUP ボタンは働きます。ただし、機能設定の内容 
によっては、操作び受け付け5れない場合びあります。その旨の 
^ッセージが表示された5、再生を止め、わラー度 SETUP を押 
して < ださい。 

♦ 機能設定メニュー画面表示中は、機能設定!;(がの操作げ受け付け 
られない場合びあります。このときは、 SETUP を巧して、メ 
ニュー表示を消してください。 
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カテゴリーと項目一質 



関連ディスク 設定内容 


9逆 P とジ画面表示に使う言語を選びます。 

; ディスクから表示されるメニユーの言語を選びます。 

-っ 音声言語を還びまず。 

; 字幕言語を選びまず。 



関連ディスク 設定内容 


つ 

接続したテレビの画面お状を設定します。 

57 


再生ずる画面の明るさを設定します。 

57 



関連ディスク 設定内容 


音声出力設定 

DVD] VC の CD? 

音声を出力端子か日出力するときの、音声変換の方式を選びま 
ず。 

58 

D レンジコント□-ル 


夜間など、音量を下げて再生ずるときに、ルさい音までよく聞こ 
无るよラにずる機能を設定しまず。 

58 

カラオケボーカル 


DVD カラオケディスクを再生ずるときに、ボーカル（歌声）を出 
力ずるかどうかを設定します。 

58 

音声}広張機能 


視覚が不自由な方のために、場面を解説する音声機能をはた日か 
せるかどラかを設定します。 

58 



画面お71^ 

巧呈伍 

字幕拡張機能 
スクリ—ン. セ—バ— 


関連ディスク 設定内容 ペー-二 


と取^とり本機の動作状態を画面に表示ずるかどうかを設定します。 己9 

と取^とジ設定画面などの背景の色を設定します。 己9 

と!り 聴覚が不自由な方のために、効果音など場面の状況を解説する字己9 

_ 幕機能を働かせるかどラかを設定します。 _ 

进り スクリーン•セーパ’一(画面焼き付け防止機能）をはた日かせる己9 

かどラかを設定します。 


(操作関係） 


項目 

関連ディスク 

静止画 


パレンタル□ツク 


タイトル停止 


PBC 



設定内容 ぺ一己 

-時停止させた時の画像、または写真等の解像度を設定します。 60 
パレンタル□ック機能の内容や入/切を設定します。 60 

1つのタイトルび終わった日再生をやめるか、そのまま続けるか 61 
を設定します。 

ビデオ CD ( PBC 付き）のメニュー画面再生をするかどうかを設61 
定します。 
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機能設定メニユーを確認/変更する 


LANGUAGE 信語）関係の設定 



お知5せ 

工場出荷時の設定を確認するとさは、左の画面イラストを参照して 
<ださい。 


画面表示言語 里ジ^とジ 


画面表示言語を、し U 下から選びます。 

• 英語 
• 日本語 


ディスクメニュー言語 と典 


ディスクメニュー言語を、しソ下から選びます。 

参英語 
参日本語 

• その他 一「その他の言語を還ぶ」に進んで < ださい。 

お知5せ 

言語を選んでも選んだ言語びディスクに含まれていないとさは、 
ディスクによってミ夫め6れた初期言語でデイスクメニューび表おさ 
れます。 


字幕言語 


画面表示言語を、 ( 下から選べまず。 

参英語 
参日本語 

• 字幕なし字幕を表示させないときに選びます。 

• その他 一「その他の言語を選ぶ」に進んでください。 

お知5せ 

• ディスクによっては、ディスクでミ夫め5れた初期言語で字幕び表 
示されます。 

• ディスクによっては字幕言語をディスクメニュー占、5しか変更で 
きないことびあります。この場合は、 MENU を巧してディスクメ 
ニューを表おさせて字幕言語を還んでください。 


音声言語 と契 


■ その他の言語を選ぶ 


音声言語を、 L ソ下から還びます。 

• 英語 
• 日本語 
参その他 


お知5せ 

言語を選んでも、ディスクによっては、ディスクでまめ6れた巧期 
言語で音声び出力されます。 


「設定変更のしかた」の手順4 (« ^已4ぺージ）で ENTER を 
巧した後、1•ソ下の手順を続けてください。 


1 「言語コード表」 （*^62 ぺージ）で還びたい言語のコー 
ドを確認ずる 


2 ▲/ ▼を巧して、コードの 
1文字目を入力ずる 

3 ◄/ ►を巧して隣ので字欄 

に移動し、 ▲/ ▼でコード 
の吕夕字目を入力ずる 

4 ENTER を巧ず 


例：「ディスクメニュー言語」 
で「その他」を還んだとさ 
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PICTURE (画像）関係の設定 



お知5せ 

工場出荷時の設定を確認するときは、左の画面イラストを参照して 
ください。 


TV 画面お状 里! 


• 4:3 レター ボックス 

従来の4:3テレビを接続していると 
さに選びます。 

テレビ画面に対して横長に表示しま 
す。 



• 4:3 ノーマル 



従来の4:3テレビを接続していると 
きに選びます。 

デレビ画面全体に再生画面を表示し 
ます。画面の片側または両側の画像 
部分がカツトされます。 


• 1色:9ワイド 

1目:9ワイドテレビを本機に接続しているとさに選びます。 


お知5せ 

♦ DVD ビデオには、再生でさる画面形状びあらかじめ設定されて 
います。その場合、ここで選んだ画面形状通りに再生されないこ 
とびおります。 

♦ 4:3の画面形状だけで記録された DVD ビデオディスクは、ここで 
選んだ画面形状にかかわらず、4:3の画面形状で再生されます。 

♦ 4:3 のテレビを本機に接続した状態で『16:9ワイド』を選ぶと、 
再生画面に水平ち向の歪みや縦方向の縮みび生じます。お使いの 
テレビに合わせて設定を行ってください。 


画質 ^ 

接続したテレビに合わせてお好みで選んでください。 

• 標準 普通の明るさの画面です。 

• 明るい 『標準』より明るい画面になります。 















機能設定メニユーを確認/変更する 


AUDIO (音声）関係の設定 





(audio 1 


ビッロトり-ム1 

D レンジコント ロール 1 
カラオケボーカル 1 
音？巧巧巧お 1 

の 

細 

团 

1 

1 

1 


お知5せ 

工場出荷時の設定を確認するとさは、左の画面イラストを参照して 
<ださい。 


音声出力設定 と夕？^ぶ 


目的やお好みにより『音声出力設定』ををえることで、音声 
の変換ちまを変更ずることびでさます。 

音声の変換ち法には下記の3通りび用意されていまず。 

( 『音声出力設定』の3つの還が項目は、本機器の音声変換 
方法の名称で、変換後の音声ち式ではありません。） 

『音声出力設定』び『ビットストリーム』に設定されている 
ときは、音声は最も適した音声ち式でスピーカーや出力端子 
へ出力されます。したびって、通常は機能設をメニューの 
『音声出力設定』は『ビットスト U —ム』のまま変更しない 
ことをお勧めしまず。一時的に音声の変換ち法を変えるとを 
は、『音声出力設定を変える』巳0ページ）の手順にし 
たげうと' 機能設定メニューの内容は変更されません。 

音声出力設定の詳細（この機能の使いちのヒントや、音声ち 
式の変換表など）については、已0、已]ぺージを参照してく 
ださい。 

参ビットストリーム 

通常はこの設定にしておいてください。 

参 96 k サウンド 

次のよラな高周波数 （ kHz ) /高ビット ( bit ) 音声を、 
そのままの音質で聞さたいとき^已〇ページ）などに設 
定します。 

9已 kHz /24 bit / g 已 kHz /20 bit / 9已 kHz /1 已 bit / 
48 kHz /24 bit 

参 PCM 

ドルビーデジタルサラウンド音声を 、 DIGITAL OUTPUT 
( OPT ) 端子に接続した MD レコーダーなどで録音したい 
とき （ cs ^ lS 、 已1ページ）に設定します。 


D ~ レンジコント□—ル とリ^ 


•切り □レンジコント□ール機能び働きません。 

♦入り □レンジコントロール機能び働きます。 

ぉ知 

• 本機能はドルビーデジタルサラウンド音声で記録されたディスクに 
のみはた！ 5 さます。 

• □レンジコント□ールによる効果はディスクによって差びありまず。 


カラオケボーカル 


♦切り ボーカル（歌声）を出力しません。 

♦入り ディスクに記録されているボーカル（歌声）を 

出力します。 

お巧5せ 

この機能は、ドルビーデジタルマルチチャンネルで記録されに DVD 
カラオケディスクのみにはたらさます。 


音黃化張機能 


この機能を「入り」にしておけば、目の不自由のちのための 
ナレーション（場面を解説する音声）び入った DVD ビデオ 
を再生すると、自動的にナレーションを再生されます。 

♦切り この機能を停止します。 

• 入り ナレーションを自動的に再生します。 
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DISPLAY (画面表お）関係の設定 


國 


DISPLAY 



お知6せ 

工場出荷時の設定を確認するときは、左の画面イラストを参照して 
ください。 


画面お巧 

.DVD> ,VCC レ 'CD^ 

参無し 

動作状態表示を画面に出しません。 

参有り 

『再生』、 

『留』など、動作状態を表わす表 


示を画面に出します。 

背景ち 

DVD つ .VC の/じり 


参青 背景を青色にします。 

参巧色 背景を灰色にします。 


字幕拡張機能 


この機能を「入り」にしておけば、耳の不自由なちのために 
効果音など場面の状況を解説する字幕び記録されている 
DVD ビデオディスクを再生すると、自動的に解説字幕を表 
示されます。 

参切り この機能を停止します。 

参入り 解説字幕を自動的に表おしまず。 


スク U - ン•セーパ‘一 ^ 


参切り スク U —ン-セーバーは働をません。 

参入り スク U —ン-セーバーび働きまず。 











機能設定メニユーを確認/変更する 


OPERATION (操作）関係の設定 


お知5せ 

工場出荷時の設定を確認するとさ 
は、左の画面イラストを参照して 
<ださい。 




静止画 


■ パレンタル□ックの設定を変える 


• 自動 通常の設定です。動さのある画像でを、ぶれず 

に一時停止します。 

♦フレーム動さのない画像を、特に高解像度で一時停止さ 
せたいときに選びまず。 


■ K レンタル□ツク 


パレンタル□ックに対応した DVD ビデオディスクには、あ 
らかじめ規制レベルび設定されています。規制レベルの内 
容、および規制ち法はディスクによって異なります。 

例えば、ディスク全体び再生でさないよラになっていたり、 
過激な暴カシーンをカットしたり、また、そのよラなシーン 
を別のシーンに自動的に差し替えて再生したりするなどの規 
制方法びあります。 

• 切り バレンタルロックは働きません。 

-「パレンタルロックの設定を変える」の 
手順に進んでください。 

• 入り バレンタルロックの機能を働かせたり、設定内 

容を変えるとさに選びます。 

-「パレンタル□ックの設定を変える」の 
手順に進んでください。 


お知5せ 

□V □ビデオによっては、バレンタル□ックに対応しているかどうか 
の区別びつをにくいものびありまず。おず、設定したバレンタル 
□ックの機能びはた5 くことを確認して占、6ご使用ください。 


「設定変更の手順」の手順4 
(防已4ぺージ）で ENTER を 
巧した後、1•ソ下の手順を続け 
て < ださい。 

1 数字ボタンを巧して4巧 
の暗証番号を入力し、 
ENTER を巧して確定する 

(ま号を入れ直すとさは、 
ENTER を巧ず前に CLEAR 
を押して数字を入力し直しま 
す。） 



OPERATION I_ 

を]!:国 麻] 

タイトル惇止 
PBC 






OPKAT に N L_ 


をと国 

タィいレ巧止 な 

P BC QI 


占狂在号11111 


参『入り』 を選んでいるときは 

なの手順に進みます。 


参『切り』 を選んでいるときは 

パレンタル □ ックはこれで稱除されます。 


2 ◄/ ►を巧して設定したい 
規制レベルの国を選ぶ 


3 ▲/ ▼を巧して設定したい 
規制レベルを還び、 
ENTER を巧ず 

パレンタル□ックびかか 
D ます。 



• 巧又る 



選んだ規制レベルより上のレベルのディスクは、バレン 
タル□ックを『切り』にしないかざり、再をでをなくな 
ります。例えば、レベル7を設定すると、レベル8じ(上は 
□ックされ、再生でさなくなります。 
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ミ!] 5 せ I 

参 『JAPANJ (曰本）を還んだ場合のレベル設定は、将来のため 
に用意されにちのです。適切な設定レベルは、実際にパレンタル 
□ックに対応した DV □ビデオを動作させてお確かめくださし、。 

参 『 USA 』 （アメリカ）を選んだとさの規おレベルは次のよ5に巧 
応しています。 

レベル7 : NC -1 7 
レベル巨 ： R 
レベル4 : PG 13 
レベル3: PG 
レベル1 : G 

■ パレンタル□ックのレベルを変えるときは 


手順を最初から繰り返します。 


タイトル停止 

誤 

• 無し 

I つのタイトルび終わったら、再をを停止しま 


す。 


• 有り 

I つのタイトルび終わってち再生を続けます。 

PBC 


ピービーシー プレイバックコント□-ル 

P 目 C は円 ayback Control の略語です（陪「ビデオ CD につ 

いて」、 

8ページ）。 


• 無し 

PBC 付のビデオ CD の こユー画面を使わず、 
普通の再生をするとさに選びます。 

• 有り 

PBC 付のビデオ CD の こユー画面を使って再 


生するとさに選びます。 


■ パレンタル□ックの暗記番号を変えるとき 
は 


「設定変更の手順」の手順 4 已4ページ）で、『入り』ち 
しくは『切り』を還び、 ENTER を押した後、 L ソ下の手順を 
続けてください。 

1 ■を4回巧してか5、 ENTER を巧ず 

日音証ま号び解除されます。 

STOP STOP STOP STOP x — n . 

CD — 一 い J —► CD — 

2 数字ボタンで、新たな 4 巧の暗証番号を入力ずる 

3 ENTER を巧す 












邑コード表 


言語コードと巧応言語 


言語つ-ド 

言語る 

RU 

□シア語 

RW 

キニヤルワンダ語 

SA 

サンスク U ット語 

SD 

シンド語 

SG 

サンゴ語 

SH 

セルビアク□アチア語 

SI 

シン八ラ語 

SK 

ス□パキア語 

SL 

ス□ベニア語 

SM 

サモア語 

SN 

シヨナ語 

SO 

ソマ U 語 

SQ 

アルバニア語 

SR 

セルビア語 

ss 

シスワテイ語 

ST 

セストゥ語 

SU 

スンダ語 

SV 

スウェーデン語 

sw 

スワヒリ語 

TA 

夕 S —ル語 

TE 

テルグ語 

TG 

タジク語 

TH 

タイ語 

Tl 

テイグ U ニャ語 

TK 

トゥルクメン語 

TL 

タガ□グ語 

TN 

セツワナ語 

TO 

トンガ語 

TR 

トルコ語 

TS 

ツオンガ語 

TT 

タタール語 

TW 

トゥィ語 

UK 

ウクライナ語 

UR 

ゥルドゥー語 

UZ 

ウズべク語 

VI 

ベトナム語 

VO 

ボラビユク語 

wo 

ゥォ□フ語 

XH 

コーヴ語 

YO 

3 ルバ語 

ZU 

ズール語 


言語コード 

言語る ' 

HA 

八ウサ語 

HI 

ヒンディー語 

HR 

ク□アチア語 

HU 

八ンガ U —語 

HY 

アル方ニア語 

lA 

国隙語 

IN 

インドネシア語 

IS 

アイスランド語 

IW 

へブライ語 

」l 

イディッシユ語 

JW 

ジャワ語 

KA 

グルジア言胃 

KK 

カヴフ語 

KL 

グ U —ンランド語 

KM 

カンボジア語 

KN 

カンナダ語 

KS 

カシミール語 

KU 

クルド語 

KY 

キルギス語 

LA 

ラテン語 

LN 

U ンガラ言冨 

LO 

ラオス語 

LT 

U トアニア語 

LV 

ラトビア語、レット語 

MG 

マダガスカル語 

Ml 

マオ U 語 

MK 

マヶドニア語 

ML 

マラヤーラム語 

MN 

モンゴル語 

MO 

モルタビア語 

MR 

マラータ語 

MT 

マルタ語 

MY 

ミャンマー語 

NA 

ナウル語 

NE 

ネパール語 

NO 

ノルウ王一語 

OC 

プ□バンス語 

OM 

(アフアン）才□モ語 

OR 

オリヤー語 

PA 

パンジャブ語 

PL 

ポーランド語 

PS 

バシユトー語 

PT 

ポルトガル語 

QU 

ケチユア語 

RM 

ラエティ=□マン語 

RN 

キルンディ語 

RO 

ルーマニア語 


言語コード 

言語を ' 

— 

言語なし 

CHI (ZH) 

中国語 

DUT (NL) 

オランダ語 

ENG (EN) 

英語 

FRE (FR) 

フランス言冨 

GER (DE) 

ドィッ語 

ITA (IT) 

イタ U ア語 

」PN (JA) 

曰本語 

KOR (KO) 

韓国語 

MAY (MS) 

マレー語 

SPA (ES) 

スペイン語 

AA 

アフアル語 

A 巨 

アブパジア語 

AF 

アフ U カーンス語 

AM 

アム八ラ語 

AR 

アラビア語 

AS 

アッサム語 

AY 

アイマラ語 

AZ 

アゼルバイジャン語 

巨 A 

バシキール語 

BE 

ベラルーシ語 

巨 G 

ブルガ U ア語 

巨 H 

ビ八一 U —語 

巨 1 

ビスラマ語 

BN 

ベンガル語、バングラ語 

BO 

チベット語 

巨 R 

ブルトン語 

CA 

カタ□ニア語 

CO 

コルシカ言吾 

CS 

チェコ語 

CY 

ウェールズ語 

DA 

デンマーク語 

DZ 

ブータン語 

EL 

半 U シャ語 

EO 

エスペラント語 

ET 

エストニア語 

EU 

バスク語 

FA 

ペルシャ語 

FI 

フィンランド語 

FJ 

フィジー語 

FO 

フェ□—語 

FY 

フ U ジア言畐 

GA 

アイルランド語 

GD 

スコツトランドゲール語 

GL 

ガルシア言吾 

GN 

グアラニ語 

GU 

グジャラート語 













接続したか部機器で録音/録画する 


接続した外部機器で下のよラな録音/録画びできます。 
• 本機で再生した音声や映像 
• FM / AM 放送 

• 接続した外部機器で再をした音声や映像 

■ 外部機器と本機の関係 (具体的な接続については、 


お知5せ 

多くのディスクや方ディアはコピープ□テクト（コピー防止）され 
ています。そのよラなディスクや六ディアを再生しても録音/録画 
はでさません。 


12、13ぺージも参照してください。） 



1 


録音/録画する外部機器を録音/録画一時停止にする 

MD レコーダー、 DAT 、 カセットテープデッキ、ビデオテープレコーダー、 
DVD レコーダー、 CD レコーダーなどび録音/録画機器です。 

2 

本機の入力を、再生するソースの入力に切り換え、再生機器を 
再生一■時停止にする 

• DVD ビデオ、ビデオ CD 、 音楽用 CD を再生一時停止するには、 

2已ページを参照、してください。 

• FM / AM 放送の遇局については、3□ぺージを参照してください。 

• 外部機器への入力切り換えは、32ページを参照してください。 

3 

手順 1 の一時停止を解除して、録音/録画を始める 

4 

手順 2 の一時停止を解除して再生を始める 


お知5せ 

♦ が部機器の録音/録画、再生、 
再生一時停止などについては、 
が部機器の取扱説明書を参照し 
て < ださし、。 

♦ 録音/録画中に他の入力を選ぶ 
と、新たに選んだ入力音声/映 
儘び録音/録画されます。 

♦各サラウンド音青と 、 Theater 
DemensionaL DSP 音声効果、 
LATE NIGHT、Front Effect . 

アコーステックコントロール 

Acoustic Controk る乂ピーカ 
-のボ U ュームバランス (^36 
〜42ページ）は、記録される音 
青には反映されません。 

♦ 音声出力設定（<*^52、已8ペー 
ジ）を変更すると、録音にち影 
響します。 










ち続したか部機器で録音/録画する 


特別な録音/録画や、デジタル信号の録音について 


■ 映像と音芦を別々の機器か5録音-録画する 


本機の映像は、 DVD 、 VIDEO 化ソタ+の入力を逞ぶと 、 VIDEO 
2に接続した機器で再ちしている信号び出力されまず。 

これを利用して 、 VIDEO 2の機器を再生しなびら、 TAPE / 
MD または、 FM 、 AM 放送、テレビを遅ぶと 、 VIDEO 2か 
日の映像と、選んだ入力からの音声を、 VIDEO 1に接続し 
た機器で録画-録音ずることびできます。 


■外部機器で再生したデジタル信号を、外部 
機器でデジタル録音する 

本機の D に ITAL INPUT ] や 、 DIGITAL INPUT 2入力端子に接 
続したが部機器からのデジタル音声を 、 DIGITAL OUTPUT 
( OPT ) 出力端子に接続した機器で録音することび可能でず。 

ただし、ムツ下のよラな制約により録音できない場合びありま 
ず。 

参シリアルコピーマネジメントシステムによる制約を受ける 
とさ（シリアルコピーマネジメントシステムについて詳し 
くは、録音機器の取扱説明書を参照してください。） 

• すジタ )レ音声信号びビットストリームち式のとを 

録音可能な音声信号ち式は 、 PCM (2 チャンネルデジタ 
ルステレオ音声信号ち式）でず。 

参再生するデジタル音声のサンプ1」ング周波数び、録音機 
器の対応範囲がのとさ（録音機器で対応しているサンプ 
I 」ング周波数については、録音機器の取扱説明書を参照 
してください。） 

ただし、本機で出力可能なヴンプ U ング周波数の最大 
は、 48 kHz です。 


■ 本機で DVD ビデオを再生して 、 nm ^ 
_機器でアナ□グ録音する_ 

DTS サラウンド音声しソ外のデジタル音声は、自動的にアナ □ 
グ信号に変換されてアナログさ出力端子へ出力されます。ア 
ナログ出力端テに接続した外部録音機器で録音することびで 
をます。 

DTS サラウンド音声は、再生してスピーカーから出力するこ 
とはでさますび、アナログ出力端テから出力されないので、 
録音することびできません。（已1ページの表中の e を参照 
して < ださい。） 


お知5せ 

『音声出力設を』を『9化サウンド』にすると、再生している PCM 
音声信号の周波数 （ kHz ) /ビット化 it ) によっては、□に ITAL 
OUTPUT ( OPT ) 出力端モか5信号び出力されなくなります（己1 
ページの表中の d を参照してください。）。 

詳しくは、『本機で DVD ビデオを再生して、外部機器でアナ□グ録 
音する』の『お知6せ』の2ま目の項目（が巧ページ）を参照してく 
ださい。 
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■本機で DVD ビデオを再生して、が部^ 
機器でデジタル録音ずる 

本構で再生した DVD ビデオの音声を 、 DIGITAL OUTPUT 
( OPT ) 出力端子に接続した機器でデジタル録音することが 
でをます。 

デジタル音声信号は、『音声出力設定』が『ビットストリー 
ム』に設定されていると、最適な音声信号ち式でスピーカー 
や各出力端子に出力されまず已8ページ）。 

しかし 、 DOLBY DIGITAL サラウンド音声信号について 
は、『音声出力設定』が『ビットスト U —ム』や『目日 k サウ 
ンド』に設定されていると 、 DIGITAL OUTPUT (日 PT ) 出 
力端子から出力されるデジタル音声信号はビットスト U —ム 
ち式になります。 (51 ページの表中の b を参照して < ださ 
し、）ビットスト U —ム方式の音声信号は録音することがでさ 
ません。 

したびって 、 DOLBY DIGITAL サラウンドで記録された音 
声を録音するには、『音声出力設定』を 『 PCM 』 に設定ず 
る必要があります。このようにすると 、 DOLBY DIGITAL 
サラウンド音声信号は、2チャンネル 48 kHz / l 目 bit PCM に 
変換されて DIGITAL 日 UTPUT ( OPT ) 出力端子から出力さ 
れまず。（己]ページの表中の C を参照して < ださい。） 

DTS サラウンド音声については、『音声出力設定』の設定に 
かかわらず、デジタル出力端子からち、アナ□グ出力端子か 
らも、録音することはでをません。 

お知5は 

♦ 『音声出力設定』び 『 PCM 』 に設定されていると、 DTS サラウ 
ンド音声はスピーカーからも、□に ITAL 日 UTPUT ( OPT ) 出力 
端テか5ち出力されません。（曰]ページの表中の f を参照して 
<ださい。） 

♦ 『音声出力設定』を『9目 k サウンド』に設定していると、再生し 
ているデジタル信号の周波数 （ kHz ) /ビット （ bit ) によって 
は 、 DIGITAL OUTPUT ( OPT ) 出力端子か5の信号び出なくな 
ります。（曰1ページの表中の d を参照してください。） 

高周波数の PCM 音声信号をデジタル録音するには、『音声出力 
設定』を『ビットストリーム』か 『 PCM 』 に設定するぶ、要びあ 
ります。このよラにすると、高周波数の PCM 音青信号ち録音可 
能な 48 kHz / ] 目 bit ち式に変換されて 、 DIGITAL OUTPUT 
( OPT ) 出力端子から出力されます。 


■本機でビデオ CD を再生して、が部機^ 
器でアナ□グ/デジタル録音する 

ビデオ巳 D は MPEG 1音声ち式で記録されています。 

MPEG 1音声信号は『音声出力設定』にかかわらず、録音す 
ることびでさます。 

• DIGITAL OUTPUT ( OPT ) 出力端子へは、 44. 1 kHz / 

1巨 bit ち式に変換されて出力されます。 

• さアナ□グ出力端子へは、 44.] kHz / l 己 bit でアナログ 
信号に変換されて、出力されます。 

詳しくは、已]ぺージの表を参照してくださぃ。 


■本機で音楽用 CD を再生して、外部機^ 
器でアナ□グ/デジタル録音する 

PCM 音声信号は『音声出力設定』にかかわらず、録音ずる 
ことびでさまず。 

• DIGITAL OUTPUT ( OPT ) 出力端子へそのまま出力さ 
れます。 

• さアナ□グ出力端子へは、44.] kHz / 1日 bit でアナ□グ 
信号に変換されて、出力されます。 

DTS サラウンド音声信号は『音声出力設定』にかかわらず、 
録音でをません。 

• DIGITAL OUTPUT ( OPT ) 出力端子へは、ビットスト 
U —ムち式で出力されまず。（ビットスト U —ム信号は 
録音でさません。） 

• さアナ□グ出力端子への音声信号出力はされません。 
詳しくは、已]ぺージの表を参照してくださぃ。 


65 



付属のリモコンでお手持ちのテレビを操作する 


本機のリモコン （ RC -437 M ) の7つの学習ボタンに、テレビの 
ボタンの機能を学習させ、テレビを操作することがでをます。 



SEND / LEARN インジケーター 



ON 


MODE TV 
CH + 

VOL A 


VOL ▼ 

TV/VCR 

MUTING 

CH - 


RANDOM 

o 


SLOW 

© 


SUBTTTLE-ON/OFF ANGLE ZOOM 

0000 


MEMORY CLEAR AUDIO DISPLAY 

0000 


SW MODE TEST TONE 



SEARCH 


〔ぉ願ぃ 1 

本機の U モコンにコピーしたテレビ操作機能は、電池び弱くなった 
りなくなったりした場合や、その他の原因で消えてしまラ場含びあ 
ります。消えてしまった場合は再度コピーを繰り返す必要びありま 
ず。テレビの U モコンは使用しない場含でを、大切に保管しておい 
てください。 


学習させる前に I 

♦ 手順を巧っている途中で、 SEND / LEARN インジケーターびさ国 
点減したときは、学習作業び失敗しました。再度、手順 2 か5や 
り直してください。 

♦本機の U モコンち、テレビのリモコンち、新しい乾電池を使って 
ください。電池びちいと、うまく学習できず、テレビ操作び正し 
くでさないことびあ0ます。 

♦ 本機の U モコンを含め、ほとんどの I 」モコンは赤が線方式を使巧 
していまずび、テレビのリモコンびこれじ(外の方式を使用してい 
る場合は、学習させられません。 

♦ 本機のリモコンには、テレビ操作用に7個のボタンび用意されて 
いますび、信号をコピーでさるボタン数は、テレビのリモコンの 
タイプや六一力一によって異なります。 

♦ コピーの最中の誤動作を防ぐため、本機とテレビの両方の主電源 
を切っておいてくださし、。 

♦ テレビの U モコンのボタンによっては、1つのボタンに2つじ(上 
の機能び登録されているちのびありますび、本磯のリモコンには 
1つの機能しかコピーできません。 

♦ 一度学習させたボタンに、同じ手順で別の信号を学習させると、 
新しい信号び前に学習させた信号に上書さされます。 

♦ テレビの U モコンの説明の載っている取扱説明書わ併せて参照し 
て < ださい。 


本機のリモコンに、テレビのリモコン 
の信号を学普させる 



本機のリモコンと、テレビのリモ 
コンの頭び向き合うように、平5 
で水平なテーブルの上に置く 



MODE TV を巧しなび5、 

サーチ 

SEARCH を1回巧す 

センド ラーン 

SEND ん EARN インジケーターび点 
打し、学習モードに入ります。 


点な 



30秒 L ソ内に次の手順をおこないます。 
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4 

テレビの u モコ 
ンのポタン 


SEND / LEARN インジケーターび 
点滅するまで、学習元のテレビリ 
モコンのボタンを押す 

学習び成なすると、 SEND / LEARN イ 
ンジケーターびを固点滅します。 

• 正常に学習でさたと走 一2回点滅 
• 学習が失敗に終わったとを 一3回点滅 
• メモリーオーバーでぎ習で 

さなかったとさ 一6回点滅 



お知5せ 

メモ U —オーバーは、テレビの U モコンのボタ 
ンのデータ量び本機の IJ モコンの学習ボタンの 
記憶容量よ〇ち大さいことを意巧します。 

メモ1」ーオーバーになるテレビの I 」モコンのボ 
タンは学習させることはできません。 


■ 特定の学習ボタンを工場出荷時のが態に戻 
すには 


手順 2 を行ったあとで、工場出荷状態に戻したい学習ボタン 
を2回押します。 

♦ 成巧ずると、 SEND / LEARN インジケーターかを回点滅 
しまず。 

♦ 不成巧に終わったときは、 SEND / LEARN インジケータ 
一びさ圓点滅します。この場合、学習ボタンの内容は手順 
前と変わりません。 


3 本機のリモコンの学習ボタンのう 

ち1つを、1回押す 

SEND / LEARN インジケーターび一 
度消え、再び点灯します。 

一瞬消え、再び点な 


30秒じ(内に;欠の手順をおこないます。 

学習させたいボタンを変更ずるときは 

本機の I 」モコンの別の学習ボタンを30秒 LU 内 
に巧します。 



j f-Ow TT^ 〜を ,1、 

S61.ECT0^_..>Ss. 
iOOE , V、'') 



I 房 " J 

I U A-B DlfMER 


■ ずべての学習ボタンを工場出荷時の状態に 
戻ずには 


1 M 日 DE TV を巧しなが6、 SEARCH を2回巧ず 

SEND / LEARN インジケーターがを固点滅した穫、点灯に変 
ね0ます。3□砂じ(内に次の手順をおこなって<ださい。 

2 M 日 DETV を再度巧ず 

•成功ずると、 SEND / I _ EARN インジケーターがを回点 
減しまず。 

• 不成功に終わると、 SEND / LEARN インジケーターが 
さ回点滅します。この場合、学習ボタンの内容は手順 
前と変わりません。 


コピーしたボタンびラま<はた5かないとさは 

♦ 学習ボタンを押したとさに、 SEND / LEARN インジケーターが点 
灯しないときは、再度コピーし直してください。 

♦ U モコンび近距離でしかはた5かなかったり、テレビの反応び遅 
し、ときは、乾電池び減っていないか確認してください。 

乾電池び減っていると、正しくテレビ操作機能げコピーされませ 
ん。再度コピーし直してください。 

♦ 乾電池びなくなってか5、また乾電池を取り出してから]日分政 
上 U モコンを放っておくと、コピーしたテレビ操作機能び消えて 
しまいます。この場含は U モコンに新しい乾電池を入れ、再度コ 
ピーし直してくださし、。 


学習させたボタンでテレビを操作する 



□吕吕吕〇〇 
□吕吕吕 □□ 
吕吕吕吕吕 
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その他 

故障？とおった S 


まず下の表で点検してみてください。接続した化機に原因がある場合をありまず。他機の取扱説明書ち参照しなが6あわせてご 
確認ください。 

表や他機の取扱説明書で点検してち正常に動作しないとさは、電源コードをコンセントから抜を、お買い上げ店、またはオンキ 
ヨーサービスステーションまでご連絡ください。その際に「お名前」「おところ」「電話ま号」「製品名 （ DR - 200 0) 」と、 
「故障または異常の内容」をでさるだけ詳しくお知らせください。 



症状 

原因 

処置 

参照ページ 


♦電源び入5ない。 

♦ 電源プラグの差し込みび不完全になって 

♦電源プラグをコンセントにしっかりと差し込 

18 



いる。 

んで < ださい。 




♦主電源び日 FF になっている。 

♦ 主電源を日 N にしてください。 

18 



♦本機内蔵のコンピューターび、外部から 

♦一度主電源を切ってか5、主電源を入れ直し 

1 扫 



のノイズに影響を受けた。 

て<ださい。それでち回復しない場合は、電 
源コードを一度抜いてか5、再度コンセント 
に接続してください。 




♦ 本機内部のヒューズび飛んだ。 

参オンキヨーサービスステーションにご連絡く 

裏表紙 




ださい。 



♦ 音び出ない。 

♦ミューティング機能び働いている。 

♦ U モコンの MUTING を押して、テューティン 

3已 




グを解除してください。 




♦接続に問題びある。 

参接続を点検して < ださい。 

12 〜 18 



参へッドフォンを接続している。 

♦音量を下げてか5へッドフォンをはずしてく 

35 




ださい。 



♦表尹那こホテ，， 

♦ 機器内部の温度げ上がり過ぎた。 

♦電源を切り、しばらく放置してください。そ 

裏表紙 


『 T . Protect 』 び表术 


れでち改善されない場をは、オンキヨーヴー 


ア 

ン 

プ 

部 

され、スタンバイ状態 
とな0、 STAND 巨丫イ 
ンジケーターげ点滅を 
始めた。 


ビスステーションにご連絡ください。 


♦センタースピーカーか 

♦スピーカーび正しく接続巧むていない。 

♦スピーカー接続を確認してください。 

15 

5音び出ない、また 

♦サフ家；^ドモードびに tereo 』 か 

参に tereo 』 や 『 Orchestra 』 のときはセン 

40 


は、非割こルさい音し 

『日 「 chesira 』 になっている。 

タースピーカーか5音びでません。 



か出ない。 

♦各スピーカーの音量バランス調整で、セ 

♦センタースピーカーの音量を再調整してくだ 

23, 41 



ンタースピーカーの音量をルさくした。 

さい。 




参センタースピーカーび存在しない設定に 

♦スピーカー構成の設定で、センタースピーカ 

20, 21 



なっている。 

一び存在する設定になっているか、確認して 
ください。 



♦他機で再生した映像び 

♦ テレビび本機を接続した入力に設定され 

♦テレビの入力を、本機を接続した入力端テに 

— 


テレビ画面にあ5われ 

ていない。 

対応した入力に切り換えてください。 



ない。 

♦ ビデオケーブルび正し<接続されていな 
い。 

♦ S ビデオ接続のみをしている。 

♦ 本機とテレビの接続を確認してください。 

12 



♦通常のビデオ接続ちおこなってください。 

12,13 


♦再生中の音声が聞こえ 

♦別の入力び選ばれている。 

♦再生している機器の入力を選んでください。 

32 


ない。 





参 U モコンのボタンち、 

♦電源の電圧の変動や、静電気などによっ 

♦一度主電源を切ってか5、ま電源を入れ直し 

18 


本体のポタンわはたら 

て動作びおかし <なった。 

て<ださい。それでち回復しない場含は、電 



かない。 


源コードを一度巧いてか5、再度コンセント 
に接続してください。 



♦本体のボタンははたら 

♦リモコンが、操作しようとしている機能 

♦ U モコンを操作する前に、正しい M 日 DE ボタ 

10 


くび、 U モコンのボタ 

モードになっていない。 

ンを押してください。 


U 

ンがはた5かない。 

♦ U モコンに乾電池び入っていないか、電 

参新しい乾電ミ也を1」モコンに入れてください。 

10 

モ 


池び切れている。 



□ 


♦ U モコンの先び本体の受光部に向け5れ 

• 1」モコンの先を本体の受光部に向けて操作し 

10 

ン 


ていない。 

て < ださし、。 




♦ U モコンび本体から遠すざる。 

♦リモコンは、本体か5已 m じ(内のところで操 

10 




作してください。 



誤動作ずるときは 

本機はマイク□コンピューターにより高度な機能を実現していますび、ごくまれに外部か5の雑音や巧害ノイズ、また静電気の影響によつ 
て誤動作する場合びあります。そのようなときは、本体の SPEAKER A / B を巧しなび6、〇 STAN □日 Y /0 N を巧してください。 

『 Clear 』 び本体表示部に表示されたのち、スタンバイ状態となり、工場出荷時の状態になります。ただし、お客様び設定した内容ちすべて 
ミ肖えますので、改めて設定しなおしてください。 
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参照ページ 


I ディスクの再生びでき 
ない。 


I DVD 操作関係のボタ 
ンび働かない。 

I 再生画像び時々乱れ 
る。 


>ディスクび入っていなし、。 


♦ 再生でさないディスクを入れた。 

♦ディスクの量表び逆になっている。 

♦ディスクの I 」ージョン番号び本機にをっ 
ていない。 

♦ディスクびディスクトレイのガイド内に 
収まっていない。 

♦ディスクびミちれている。 

♦パレンタル n ックび働いている。 

• SETUP び巧されたため、本機が機能設定 
コマンド入力の待機状態になっている。 

♦ディスクび巧れている。 

♦早送り、早戻しをしている。 


>再生画儘の明るさび一定♦コピープ□テクト（コピー防止機能）び 


しない。または、再生画 
儘にノイズび入る。_ 

>本機で再生した映像び 
テレビ画面にあらわれ 
ない。 

>ディスクの再生順序で 
再生されない。 

>再生しているディスク 
の音声び出ない。 

> FM ステレオ放送のと 
き、モノラル放送にく 
5ベ、 ヴー とし、ラノイ 
ズび出る。 

>モノラル放送、ステレオ 
放送とちノイズび多い。 

ステレオ放送で FM 
ST インジケーターび点滅 
し、完全に点丹しない。 

>音びひずんだ0ルさく 
なった0する。 


I ステレオ放送でノイズ 
び多く、とさどさ音げ 
出な < なる。 

iFM ステレオ放送で音 
にひずみび多し、。 


♦ AM 放送受信時、ノイ 
ズび入る。 

♦プ U セツトした放送局 
び選べない 

♦スピーカーか5音声は 
聞こえるび、録音でき 
ない。 


働いている。 

>テレビび本機を接続した入力に設定され 
ていない。 


♦ U ピート再生、方モ U —再生、 
再生などび設定されている。 


ランダム 


♦ 『音声出力設定』と音源の音声で式び 
合っていない。 

♦ FM ステレオ電波はモノラル電波に比 
ベ、変調のしかたび異なるので放送局の 
電波の強さ I こよってはノイズびかし出ま 
す。 

• アンテナの設置場所や向をび不適当。 

♦放送電波び弱い。 

•アンテナの向さが不適当。 

♦放送電波び弱い。 

♦電波び乱れている。 

♦近<を自動車び走っていたり、飛行機び 
飛ん/でいる。 

• アンテナの設置場所や向をび不適当。 

♦放送電波び弱い。 

♦近くにビルや山びある。[送信所か5の 
電波（直接波）とビルや山に反射した電 
波（反射波）との干渉によりマルチパス 
ひずみび生じている。] 

♦電気器具びすぐそばにあり、電源び入っ 
ている。 

♦長時間電源コードびコンセントか5巧か 
れていたか、ま電源び切5れていたた 
__め、プ U セット内容び消失した。_ 

♦ DTS サラウンド音声を録音しようとし 
ている。 

♦ 『音声出力設定』び正しく設定されてい 
なし、。 


参ディスクを入れる。（入れたディスクによつ 
て、本体の表示部に 『 DVD 』 または 『 VCD 』 、 
『 CD 』 の表示びでます。確認してください。 

♦ 本機で再生でさるディスクを入れてくださ 
い。 

♦ 再生面を下にしてディスクトレイに置いてく 
ださい。 

♦本機では、リージョン番号「2」または 
「 ALU のディスクを再生してくださし、。 

♦正しいガイドの内側に置いて<ださし、。 

♦ディスクを取り出して、手入れしてくださ 
い。 

♦パレンタル n ックを解除するか、パレンタル 
□ックのレベルを変えてください。 

♦ SETUP を]回巧してください。それでもボタ 
ンび働かないときは、全を押してください。 

♦ディスクを取り出して、手入れしてくださ 
い。 

♦早送り、早戻しをすると画像びをか乱れるこ 
とびあります。これは本機の故障ではありま 
せん。 

♦本機を直接テレビに接続してください。本機を 
ビデオデッキ経由で接続しないでください。 


>テレビの入力を、本機を接続した入力端テに 
対応した入力に切り換えてください。 

>特別な再生モードを解除して<ださし、。 


I 43, 44, 4己 


>現在の『音声出力設定』を確認して、正しい 已0,己8 

設定にしてください。 

>モノラ J レで受信してください。 30 


>アンテナの設置場所、高さ、方向を変えてみ 
て < ださし、。 

>室内アンテナな5屋外アンテナにしてくださ 
い。 

>素テ数のをいアンテナに変えてみて<ださ 
い。（アンテナエ事には技術と経験び必要で 
すので販売店にご相談ください。） 


> AM 室内アンテナを電気器具か5離してくだ 
さし、。 

>電気器具の電源を切ってください。 

>再度放送局のプリセツトを行ってください。 


> DTS サラウンド音声は録音でをません。 

>現在の『音声出力設定』を確認して、正しい 
設定にしてください。 


50. 58 


DVD / ビデオ CD / 音楽用 CD 


チユ I ナ I 
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主な仕様 


■ アンプ部 

■ チューナー部 

定格出力 

FM 

全てのチャンネル（吕チャンネル駆動時） 

受信節囲： 76.0-90.0 MHz (10 日 kHz ステップ） 

40 W 已 Q IkHz ' EIAJ 

実用感度 

30 W 6 Q . IkHz 、 全高調波を率0.6% 

モノラル ： 1 ].2 d が、1.0い/ (7 日が 

全高調波ひずみ率： 定格出力時で0.6% 

ステレオ： 17.2 d が、 2 .日い/ (7 日が 

1 W 出力時で0.2% 

キヤプチヤレシオ： 2.0 dB 

イメージ妨害比： 40 d 巨 

混変調ひずみ率； 定格出力時で0.6% 

IF 巧害比： 90服 

1 W 出力時で0.20/〇 

SN 比 

ダンピングファクター: SQ 負荷時で40 

モノラル： 7目服 

入力感度/インピーダンス 

ステレオ： 70 d 巨 

^3巧 tfx ■ 1 ~ 1 —_ 1 [―< 

DIGITAL INPUTK 2 (光デジタル音芦）: -21 〜-1己 dBm 

. 日己 d 巨 

LINE ( VIDEO 1、2、 TV / LINE 、 TAPE/MD : 200 mV / 巳 0 k £2 

AM 抑圧比：日日服 

コンポジット ( VIDEO 1、吕）： 1 V|D 中/ 7 已 £2 

ひずみ率 

S-VIDEO ( VIDEO 1、 2) (Y 信号）： 1 Vp 中/ 7 己 £2 

モノラル：日ぶ％ 

( C 信号）: 0'28 Vp - p /7 已 Q 

ステレオ：日. 3% 

周波数特性： 3日〜1己，0日日 Hz 、 +/-1.日服 

定格出力/インピーダンス 

ステレオセパレーシヨン ：4 已服 ( IkHz ) 

DIGITAL OUTPUT ( OPT ) (光デジタル音声）: -21 〜一1已 d 日 m 

: 30 服 （1 00〜10,000 Hz ) 

REC OUT ( TAPE / MD 、 VIDEO 1) : 200 mV /2'2 kO 

ミューテイングレベル： 17.2 服 f 

PRE OUT (サブウーファー): lV /2.2 kn 


コンポジット （MON OUT 、 VIDEO 1) : 1 V | D - p /7 己 £2 

AM 

S-VIDEO (MON OUT 、 VIDEO 1) 

受信節囲： 已22〜1，目2目 kHz (目 kHz ステップ） 

( Y 信号）： IVp 中/ 7 己 £2 

実用感度： 301 iV 

( C 信号）： 0'28 Vp - p /7 已 Q 

イメージ妨害比： 4 日 dB 

コンポーネント映像出力 （DVD OUT ) 

IF 巧害比； 40服 

( Y 信号）： IVp 中/ 7 已 £2 

SN 比： 40 服 

に r / Cb 信号）： 0.7 VP - P /7 巳 n 

ひずみ率： 日.7〇/〇 

周波数特性： 20〜30.000 Hz 、+/-0.8 dB 


アコースティックコント□-ル1:+白 dB (40 Hz 時） 


2 : +1 加 B (5 已 Hz 時） 

+己祀 （10,000 Hz 時） 

■ -般仕様 

SN 比： 100 祀 ( IHF ) 

使用電源： AC 100 V 、已0/目 OHz 

ミユート： 一 wdB 

消費電力（電気用品取締法）：1 1 已 W 


がお寸法： 43已（幅） X 108 (高さ） x 421 (奧行を ） mm 

■ DVD 音 G 

質量 ：9.11<浸 

読み取り方式： 非接触光学式 


線速度： 3. 4目 m/s ( 1層目）、 3.84 m/s (2 層目） 

■ リモコン RC -437 M 

エラー訂正方式： リードソ n モンプ□ダク ト コード 

方式： ホ外線 

信号方式： 日米標準 NTSC カラーテレビジョンち式 

音声周波数特性(デジタル音靑） 

信号到達距離： 約已 m 

DVD リニア音声： 44.1 kHz サンプリング 4 Hz 〜 20 kHz 

使用電池： 単3型 (1.5 V ) 乾電池2個 

: 48 kHz サンプ1」ング 4 Hz 〜 22 kHz 


:目目 kHz サンプ U ング 4 Hz 〜 44 kHz 


ワウ.フラッ タ： 測定限界政下 



《仕様および外観は予告なく変更することびあります。 
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各部の名祿 


[] 内のぺージは、参照ページを示しています。 

■ 本体前面 


1 2 34 5 6 7 8 



1 (!) STANDBY/ON ボタン、 

ON インジケーター、 STANDBY インジケーター 
[18] 

2ディスクトレイに 4] 

3リモコン受光部 [11] 

4表示部 [35, 72] 

5入カインジケーターに4, 30, 31， 32] 

6 INPUT つまみ [30,31,32] 

7 ACOUSTIC CONTROL ボタン/インジケーター 

[42] 

8音量つまみ [34] 

9 ©POWER スイッチ [18] 

0ヘッドフォン端子 [3 引 
A SPEAKER A/B ボタン [34] 

B SUBWOOFER MODE ボタン[吕 1] 

C ± (トレイ開閉）ボタン/ランプに4,吕己3引 
D TEST TONE ボタンに3,41] 


E ■ (停止）ボタン/ランプに己3引 
F D 旧 TANCE ボタン [22] 

G ► (再生）ボタン/ランプに4, 3引 
H CHSEL ボタンに3, 41] 

I Theater-Dimensional SETUP ボタン [39] 

J ボタンに 9] / 

TUNER PRESET ィ/►ボタン [30,31] 

K y DOWN/UP k Ttt’ タン [20, 22, 23, 39,41] 
L SURROUND ボタン [40] 

M FM MODE ボタン [30] 

N STEREO ボタン [40] 

0 PRESET MEMORY ボタン[30,31] 

シアターデイメンシヨナル 

P Theater-Dimensional ボタン/インジケーター 
に 9] 

Q TUNING -•/►ボタン [30] 

R DISPLAYtK タン [52, 53] 

S SPEAKER SETUPTtt •タン [20, 21] 
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る部のち茄 

■ 表示部 


4 5 


6 7 


PCM 


F - 
E . 

D - 




MUTING I DOLBY PRO LOG に STEREO CORNER 


[DOLBY DIGITAL^ IDTSI 


-I TITLE 


CHP 


TRACK 


FMST. 


[VCDVD 


も-己 REPEAT I [ 


a 


面 


TOTAL 


REMAIN MEMORY 


m 
ch 
d 日 


C 


A 0 


9 8 


1 SPA / B インジケーター [34] 

2 入力音声方式表示インジケーター|；24,32,37] 

3放送局受信、 FMMUTE 、 FMST インジケーター 
[30] 

4ディスクインジケーターに 4] 

5 REPEAT / A-B REPEAT インジケーター [43] 

6 ► (再生）(-時停止）インジケーター 
7カメラアングルインジケーター [47] 

8 SLEEP インジケーター [3 己] 


9 MEMORY インジケーター [44] 

0 CORNER インジケーター [38] 

A STEREO インジケーター [40] 

B DSP インジケーター [40] 

C DOL 己 Y PRO LOG にインジケーター [40] 

D を目的表示部 

E TITLE 、 CHP 、 TRACK 、 TOTLA し REMAIN 
インジケーター[己吕，己 3] 

F MUTING インジケーター [34] 
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■ u モコン 



センド/ラーン 

1 SEND/LEARN インジケーター [10, 66, 67] 

2 ON ボタン [18, 32, 66] 

スタンバイ 

STNBY のボタン [18] 

ス U - プ 

3 SLEEPTtt タン [3 己 ] 

インプットセレクター 

4 INPUT SELECTOR ボタン [31,32] 

モード オーディオ ディーブイディーテープ/エムディー テレビ 

5 MODE AUDIO/DVD/TA/MD/TV ボタン 

[ 11 ] 

ステレオ 

6 STEREO ボタン [40] 

サラウンド 

7 SURR ボタン [40] 

タイトル 

8 TITLE ボタンにフ ] 

チャンネルチユーニング 

9 CH TUN ボタン [31,33,66] 


0 RETURN ボタン [44, 46, 54] 

U ビート 

A REPEAT ボタン [33,43,44] 

B A-B ボタン [43] 

C ■ ( 停止）ボタンに己， 33, 61] 
D • REC ( 録音）ボタン [33] 


E 非（再生一時停止）ボタンに己， 33] 

ランダム 

F RANDOM ボタン [4 引 
G SUBTITLE/SU 己 TITLE ON/OFF ボタン [48] 

ク U ア 

H CLEAR ボタン [43 〜己 0] 

メモ|」一 

I MEMORY ボタン [44] 

J SW MODE ボタンに 1] 

テストトーン 

K TEST TONE ボタン [23, 41] 

L LATE N に HT ボタン [42] 

ディスタンス 

M D 旧 TANCE ボタン [22] 

N SPA ン SPB ボタン [34] 

シアターディメンシヨナル 

0 T-D ボタン [39] 

アコースティックコント□-ル 

P A.CTRL ボタン [42] 

Q MENU ボタンに 7,49] 

エンター 

R 力ーソル （ ▲/▼/◄/►/ENTER) 

。 8. 24, 吕ス 44, 46 〜己 0, 54] 

S V0L A /▼Ttt タン [33, 34, 己己 ] 

T SETUP ボタン [18, 己 4] 

TV/VCR ボタン [33,66] 

U ► ( 再生）ボタンに 4, 33] 

V MUTING ボタン [33, 34, 66] 

ディマー 

W DIMMER ボタン [3 己 ] 

X W/W ボタンに迂 33,4 己 ] 

Y ィイ（早戻し） ( 早送り）ボタンに己， 33] 

オープン/ク□ーズ 

Z OPEN/CLOSE ( トレイ開閉 ）/± ( イジェクト ) 
ボタンに 4,2 己 33] 

[!► SLOW ( ス □- 再生）ボタン | ； 26] 

アングル 

¥ ANGLE ボタン [47] 

]ZOOM ボタン [46] 

オーディオ 

' AUDIO ボタン [49, 50] 

ディスプレイ 

a DISPLAYJtt’ タン [44, 52, 53] 

b CHSEL ボタンに 3, 41] 

C 数字ボタン （ 0 〜 9 、 +10、 -/-) 

[ 吕 7 〜 29, 33, 44, 4 己， 61] 

アップ ダウン 

d UP A/DOWN ▼ ボタンに〇 , 22, 23, 39, 41] 
e SEARCHTtt’ タン [27, 29, 4 己， 66] 

シアターディメンシヨナルセットアップ 

f T-D SETUP ボタン [39] 
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用語解説 


アスペクト比 

テレビ画面の横と縦の比率をいいます。通常のテレビでは、 
4 : 3ですび、八イビジョンテレビやワイドテレビは1己： 9 
の比率となっています。横に広びった臨場感溢れる映像び楽 
しめるよラになっています。 

バレンタル（視聴制限） 

国ごとの規正レベルに合わせて視聴制限に対応したディスク 
の再生を制限する、という DVD プレーヤーの機能のひとつ 
です。制限のしかたは DVD ビデオによって異なり、全く再 
生でをない場合や過激な場面をとばしたり、別の場面に差し 
替えて再生する場合などびあります。 

スク リーンセーバー 

同じ静止画を長時間再生し続けると画面に焼きつを現象び出 
ることびあります。 

これを避けるため、本機ではスク U -ンセーノく一機能を持っ 
ていまず。基本的には画面の輝度を落とせば同様の効果び得 
日れますび、他の DVD プレーヤーのスク U - ンセーバーで 
は一定時間操作しないと自動的に画面を暗くするもののほ 
か、常に動画を表示して、画面の一力所に強い光線（明るい 
色）び集中しないよラにするものをあります。 

ダイナ5ックレンジ 

ひずみ無く信号を伝送、変換する最大のレベルと雑音その 
他、機器の性質で制限される最ルレべルの差をいいます。単 
位はデシベル ( dB ) を使います。 

ビーシーエム 

PCM 

Pulse Code Modulation の略でデジタル音声のことをいい 
ます。 CD や LD 、 DVD ビデオのデジタル音声が PCM です。 

マルチアングル 

DVD ビデオの機能のひとつで、同じ場面が視点を変えて複 
数のアングル（力ラの位置）で記録されていることです。 

ビットレート （Bit Rate ) 

DVD ビデオに圧縮して記憶されている画像の]砂あたりの情 
報量を示す値です。単位は Mbps (Mega bit per second ) 
で、 1 Mbps は 1 秒あたりの情報量が]10001000ビットであ 
ることを表します。 

この値び大きいほど画像の情報量は多くなりますが、必ずし 
も画質とは直接関係しません。 


ビットストリーム 

ドルビーデジタルや DTS フォー マッ トのデジタルデータで 
す。 

DVD ビデオ 

CD と同じ直径で、最大8時間までの動画が記録でさるディ 

がバイト 

片面一層で 4.7 GB (Giga Byte ) と CD の7倍の情報び記録 
でき、片面2層で8.已 GB 、 両面1層では 9.4 GB 、 両面2層で 
は]766び記録できます。 

画像の記録はデジタル圧縮技術の世界標準規格のひとつ、 
「 MPEG 2」 （エムペグ 2) を採用し、映像データを約]/ 
40 (平巧）に圧縮して記録しまず。また画像の状態に合わ 
せて割り当てる情報量をを化させる可をレート符号化技術を 
採用されています。音声情報は PCM の f 也、ドルビーデジタ 
ルを用いて記録でさ、より臨場感のある音声び楽しめます。 
またマルチアングル、マルチランゲージなどさまざまな付加 
機能も用意され、より高度な楽しみかたびできます。 

ビデオ CD 

MD と同等の音質と VHS 並みの画質で動画再生び楽しめる 
ディスクです。デジタル信号の圧縮技術 （ MPEG 1ち式）に 
より最大74分のデジタル画像と音声び連続再生でをます。 
ビデオ CD にはメニュー画面で見たい場面を選んだり、静止 
画を再をでをる’’プレイバックコントロール （ PB 巳）"対応 
のディスクびあります。 

PBC (プレイバックコント□-ル） 

ビデオ CD (バージョン 2.0) に記録されている、再ををコ 
ント□ールするための信号です。 

PB 巳対応ビデオ CD に記録されているメニュー画面懼択画 
面）を使って、簡単な対話型ソフトや、検索機能を持ったソ 
フトなどを楽しめます。 
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オン キヨー サービス 網一覽表 


オン 丰 ヨー サービス 網のご案内 


万一お困りの場合には、下記の窓□へご相談ください。 

♦製品の故障や修理についてのお問い合わせは、下記へどうぞ。 


修理をご依頼になる前に、 

取扱説明書の r 故障かな？と思ったときは」または「故障？と思ったときは」をごお認のうえご依頼ください。 


化お道地区 

札幌サービスステーション 

TEL 01 1 -747-6612 FAX 011 -747-6619 

〒日0 1 -0028 札幌市化区化28菜西日-1 -28 1 -- シン化28条ビル 

青森•岩手•宮城-秋田-山お-福島地区 

仙台サービスステーシヨン 

TEL 022 -297 -日已7 ] FAX 022 -2 己 7-733 日 
干 984-0051 仙台市若林区新寺4-目-日第二丸昌ビル1 F 

获城-栃木地区 

宇都宮ヴービスステーション 

TEL 028 -634-4307 FAX 028-目 34-4308 
干 320-0831 栃木県宇都宮市新町 2-7-7 

群馬-埼玉-新漏地区 

大宮サービスステーシヨン 

TEL 048 -6 己 1-8612 FAX 048 -6 己 1-9137 
干33日-0日34埼玉県大宮市±呂町 2-29-2 高安ビル 1 F 

千葉•ま京 （23 区）地区 

ま京サービスセンター 

TEL 03-3861-8121 FAX 03-3861-8124 
干1 ]1-0 日日4東京都台東区鳥越1 -2-3 八マスエビル 

ま京に3区を除く）•山梨地区 

八王テサービスステーション 

TEL 0426 -32-80 吕〇 FAX 0426 -32-804 日 
干1目 2-09] 4東京都八王テ市片倉町3日8番地 

巧奈 j II 地区 

横ミ兵サービスステーション 

TEL 04己-吕 22-9342 FAX 04己-31 2-6603 
干22日-0072横ミ兵市西区浅間町 1-13 共益ビル日 F 

長野•岐阜•静岡-愛知-云重地区 

名ち屋サービスステーション 

TEL 〇已 2-772- 1229 FAX 052-772-1331 
干4目己-0日] 3名ち屋市名東区社口] T 目10日]番 

富山-石川•福并•滋賀•京都-大阪•兵庫•奈良-和歌山地区 

大阪サービスセンター 

TEL 06-巨已 76-7 目20 FAX 06-6 己7目-7604 
干己己 2-0 日13大阪市港区福崎2 T 目1番地49号 

鳥取-島根•岡山•広島•山 □ (下関を除く）地区 

広島サービスステーション 

TEL 082 -2 巨 2-33 1己 FAX 082 -262-6 已71 
干 732-0 □日7広島市東区二葉の里 2-8-28 

徳島•香川•愛媛-高知地区 

高松ヴービスステーシヨン 

TEL 087-868-5662 FAX 087 -868 -已672 
干7目日-007日高松市松縄町44-8西原ビル ] F 

山 □ (下関）•福岡•佐賀•長崎-熊本•大分•き崎-鹿児島-沖縄地区 

福岡サービスス了ーシヨン 

TEL 092-4] 8-1 3己7 FAX 092- 41 8-1 3己8 
干81 2-0 □日目福岡市博多区上牟田 3-8-1 目みなみビル202 


参カタ□グのご請巧、製品についてのご相談はカスタマーセンターへどうぞ。 

e-mail : customer @ onkyo . co.jp 

TEL : ナビダイヤル0570 -01-81 11(全国どこか6でも巿内料金で通話いただけまず。) 

携帯電言き- PHS のかたは、 072-831-81 11へどラぞ。 


オンキヨー製品情報、ユーザー登録ホームぺージへ 一 http ;// www . onkyo . co.jp 


快適な才ーディオライフをお手伝い。ネットシヨップへ 一 http :// www . e - onkyo.com 


2000年1 ] 月現在 修 S 窓□の名称、住所、電話ま号は変更になることびございますのでご了をください。 


SN 29 己已 803 1E 
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修理について 


■ 保証書 

この製品には保証書を別途添付していますので、お買い上げの際 
にお受け取りください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただき大切に保管して 
<ださい。 

保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

■ 調子び悪いときは 

意外な操作 S スが故障と思われています。 

この取扱説明書ををラー度よくお読みいただき、お調べくださ 
い。本機外の原因を考え6れます。ご使用の他のオーディオ製 
品ちあわせてお調べ<ださい。それでちなお異常のあるとさは、 
必ず電源プラグを损いてか b 修理を依頼して<ださい。 

■ 保証期間中の修理は 

万一、故障や異常が生じたときは、商品と保証書をご持参ご提示 
のラえ、お買い上げの販売店または、当社ヴービスステーション 
にご依頼<ださい。詳細は保証書をご覧<ださい。 


■修理を依頼されるとをは 

「おところ」「お名前」「電話番号」「製品名 （ DR -2 日日0)」 
r 故障または異常の内容」をでさるだけ詳し < お買い上げ店、 
または当社サービスステーションまでご連絡ください。 

■ 保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店、または当社サービスステーションにご相談くだ 
さい。修理によって機能が維持でさる場合はお客様のご要望に 
より有料修理致します。 

■ 補修用性能部品の保有期間について 

当社では本機の補修用性能部品を製造打ち切り後最低8年間保有 
しています。この期間は通商産業省の指導によるものです。性 
能部品とはその製品の機能を維持するために必要な部品です。 
保有期間経過後でを、故障箇所によっては修理可能の場合があ 
りますのでお買い上げ店、または当社サービスステーションに 
ご相談ください。 


ご購入されたときにご記入ください。 

修理を依頼されるときなどに、お役に立ちます。 

ご購入年月日： 年月 曰 

し‘捐ノ、店を=_ 

Tel. ( ) _ 

メモ： 


ONKYO 

Ttyta -拥巧ち杜 

本社大阪府寝屋 j I怖日新町 2- 1干己 72-8 己40 

製品の故障や修理についてのお問い合わせ巧： 

お買い上げの販売店もしくはサービス網一覧表記載の最寄りのサービスステーションへお申し出ください。 
♦東京サービスセンター巧 03(3861 )8121 ♦大阪サービスセンター巧 06(6 已7巨)7巨20 



http://www.onkyo.co.jp/ 

Printed in Japan TOO11-2 


SN 293429已 6A 





